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丹
下
左
膳
の
最
期　
　
　

渡
邉
三
希
子
＊
日
本
文
化
学
科　

非
常
勤
講
師

二
、﹃
新
版
大
岡
政
談
﹄
と
は

　
『
新
版
大
岡
政
談
』
は
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
十
月
十
五
日
か
ら
、
昭
和
三

年
五
月
三
十
一
日
ま
で
、
大
阪
毎
日
新
聞
紙
上
に
連
載
さ
れ
た
。
作
者
は
林
不
忘
の

名
で
髷ま

げ

物も
の

を
、
牧
逸
馬
の
名
で
家
庭
小
説
を
、
谷
譲
次
の
名
で
渡
米
体
験
に
基
づ
く

紀
行
文
を
執
筆
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
長
谷
川
海
太
郎
で
あ
る
。
物
語
は
、
二
振
り

の
名
刀
を
巡
る
正
邪
入
り
乱
れ
て
の
争
奪
戦
を
中
心
に
展
開
す
る
。
刀
を
狙
う
隻
眼

隻
手
の
剣
豪
丹
下
左
膳
は
悪
役
で
あ
り
な
が
ら
読
者
の
注
目
を
集
め
た
。

　

新
聞
連
載
が
人
気
と
な
る
と
、
大
衆
小
説
の
映
画
化
の
流
行
と
相
ま
っ
て
『
新
版

大
岡
政
談
』
は
、
一
気
に
知
名
度
を
増
す
こ
と
と
な
る
。
東
亜
キ
ネ
マ
、
マ
キ
ノ
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
、
日
活
映
画
と
い
っ
た
大
手
三
社
が
同
時
に
映
画
化
に
の
り
だ
し
た

の
だ
。
い
ず
れ
の
会
社
も
丹
下
左
膳
役
に
主
演
俳
優
を
起
用
し
た
。
な
か
で
も
日
活

の
伊
藤
大
輔
監
督
、
大
河
内
伝
次
郎
主
演
に
よ
る
「
新
版
大
岡
政
談
」
は
傑
作
の
誉

れ
高
く
、
そ
の
解
決
篇
は
キ
ネ
マ
旬
報
ベ
ス
ト
テ
ン
の
第
三
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て

い
る
。

　

こ
う
し
て
丹
下
左
膳
は
『
新
版
大
岡
政
談
』
の
代
名
詞
的
存
在
と
し
て
定
着
し
た
。

す
る
と
今
度
は
、
丹
下
左
膳
を
タ
イ
ト
ル
ロ
ー
ル
に
据
え
た
小
説
が
新
た
に
作
り
だ

さ
れ
た
。
そ
れ
が
同
じ
作
者
の
手
に
な
る
『
新
講
談　

丹
下
左
膳
』
で
あ
る
。
こ
の

作
品
は
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
六
月
七
日
か
ら
、
昭
和
八
年
十
一
月
五
日
ま
で

東
京
日
日
、
大
阪
毎
日
新
聞
、
途
中
中
断
を
経
て
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
一
月
三

十
日
か
ら
、
昭
和
九
年
九
月
二
十
日
の
最
終
回
ま
で
が
読
売
新
聞
に
て
連
載
さ
れ
た
。

　

丹
下
左
膳
が
こ
れ
ほ
ど
大
衆
受
け
し
た
の
は
、
映
画
化
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

娯
楽
の
王
道
で
あ
る
映
画
が
、『
新
版
大
岡
政
談
』
の
興
行
的
価
値
に
気
づ
き
、

大
々
的
に
取
り
上
げ
た
こ
と
に
よ
り
知
名
度
が
飛
躍
的
に
向
上
し
た
の
で
あ
る
。

丹
下
左
膳
の
最
期

　

―
　

映
画﹁
新
版
大
岡
政
談
解
決
篇
﹂に
見
ら
れ
る
舞
台
作
の
影
響
　

―
　

渡
邉
三
希
子＊

一
、
は
じ
め
に

　

林
不
忘
の
時
代
小
説
『
新
版
大
岡
政
談
鈴
川
源
十
郎
』（
※
以
降
『
新
版
大
岡
政

談
』
と
略
記
）
は
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
映
画
化
さ
れ
た
こ
と
で
爆
発
的
な

人
気
を
博
し
、
一
気
に
そ
の
知
名
度
を
上
げ
た
。
物
語
の
登
場
人
物
丹
下
左
膳
は
、

時
代
劇
界
の
寵
児
と
し
て
今
も
な
お
そ
の
名
を
轟
か
せ
て
い
る
。

　

こ
の
『
新
版
大
岡
政
談
』
は
映
画
化
さ
れ
る
以
前
に
、
新
声
劇
と
関
西
歌
舞
伎
に

よ
っ
て
舞
台
化
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
は
丹
下
左
膳
の
「
最
期
」
の

描
か
れ
方
に
着
目
し
、
新
声
劇
と
関
西
歌
舞
伎
の
「
新
版
大
岡
政
談
」
が
、
日
活
映

画
「
新
版
大
岡
政
談 

解
決
篇
」
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
考
察
す
る
。
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明
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二
〇
一
七
年

お
藤
は
、
愛
す
る
左
膳
が
小
野
塚
弥
生
に
片
思
い
し
て
い
る
事
を
知
り
嫉
妬
す

る
。
そ
の
腹
癒
せ
に
、
弥
生
を
わ
ざ
と
誘
い
出
し
お
艶
栄
三
郎
が
同
棲
生
活
を

送
る
瓦
町
の
長
屋
へ
連
れ
込
ん
だ
。
ま
た
、
妖
刀
に
魅
入
ら
れ
夜
毎
辻
斬
り
を

働
く
丹
下
左
膳
の
居
所
を
密
か
に
役
人
へ
訴
人
す
る
の
で
あ
っ
た
。

　

栄
三
郎
と
お
艶
の
仲
を
知
り
自
殺
を
図
ろ
う
と
し
た
小
野
塚
弥
生
は
、
火
事

装
束
に
身
を
固
め
た
謎
の
五
人
組
に
救
わ
れ
る
。
五
人
の
正
体
は
関
孫
六
の
子

孫
、
刀
鍛
冶
得と

く

印い
ん

兼か
ね

光み
つ

と
そ
の
門
弟
等
で
あ
っ
た
。
兼
光
の
目
的
は
、
乾
雲
丸

と
坤
龍
丸
に
秘
め
ら
れ
た
関
孫
六
の
秘
文
状
を
回
収
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
弥

生
は
男
装
し
小
野
塚
伊い

織お
り

と
名
乗
り
、
手
先
を
雇
い
左
膳
一
味
を
襲
う
。
一
方

で
弥
生
に
義
理
を
感
じ
た
お
艶
は
栄
三
郎
の
元
を
去
り
、
深
川
で
羽
織
芸
者
と

な
る
の
で
あ
っ
た
。

　

栄
三
郎
に
蒲
生
泰
軒
と
い
う
後
ろ
盾
が
あ
り
、
一
人
で
坤
龍
丸
を
奪
う
の
は

難
し
い
と
考
え
た
左
膳
、
相
馬
か
ら
援
軍
を
呼
び
寄
せ
た
。
あ
る
晩
、
諏
訪
栄

三
郎
と
蒲
生
泰
軒
は
丹
下
一
味
が
拠
点
と
す
る
鈴
川
屋
敷
へ
夜
討
ち
を
仕
掛
け

る
。
そ
こ
へ
兼
光
率
い
る
五
人
組
も
乱
入
。
兼
光
達
は
首
尾
よ
く
手
に
入
れ
た

乾
雲
丸
、
坤
龍
丸
の
中
か
ら
秘
文
状
を
回
収
す
る
。
そ
の
後
、
夜
泣
き
の
刀
と

弥
生
は
左
膳
の
手
に
落
ち
る
。
目
的
を
果
た
し
た
丹
下
一
味
は
海
路
で
相
馬
を

目
指
す
が
、
後
を
追
っ
て
き
た
栄
三
郎
に
こ
と
ご
と
く
討
ち
取
ら
れ
て
し
ま
う
。

末
期
の
肺
病
で
あ
っ
た
弥
生
は
、
栄
三
郎
に
夜
泣
き
の
刀
を
託
し
て
息
を
引
き

取
る
。
一
人
生
き
延
び
た
丹
下
左
膳
は
君
命
を
全
う
で
き
ず
、
筏
に
身
を
ゆ
だ

ね
て
金
華
山
沖
の
波
間
へ
と
姿
を
消
す
の
で
あ
っ
た
。

　

鈴
川
源
十
郎
は
、
金
欲
し
さ
に
行
っ
た
辻
斬
り
が
露
見
し
御
用
と
な
っ
た
。

羽
織
芸
者
の
足
を
洗
い
、
江
戸
で
栄
三
郎
の
帰
り
を
待
つ
お
艶
。
彼
女
の
亡
父

は
、
同
役
の
連
座
で
浪
人
し
た
が
左
膳
と
同
じ
相
馬
藩
の
家
臣
で
、
賄
頭
を
勤

め
た
人
で
あ
っ
た
。
栄
三
郎
と
婚
礼
を
挙
げ
た
あ
か
つ
き
に
は
、
乾
雲
丸
と
坤

　

小
説
『
新
版
大
岡
政
談
』
の
あ
ら
す
じ
を
紹
介
す
る
。

　

江
戸
は
根
津
に
あ
る
、
神
変
夢
想
流
小
野
塚
鉄
斎
道
場
に
伝
わ
る
名
刀
乾け

ん

雲う
ん

丸ま
る

と
坤こ
ん

龍り
ゆ

丸う
ま
る。
関
孫
六
が
最
期
に
作
っ
た
こ
の
刀
に
は
不
思
議
な
力
が
宿
り
、

夜
泣
き
の
刀
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
同
じ
所
に
納
ま
っ
て
い
る
間
は
平
穏
無
事
だ

が
、
一
度
離
れ
離
れ
に
な
る
と
再
び
二
刀
が
一
つ
に
な
る
ま
で
何
人
も
の
血
を

見
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
刀
が
互
い
を
求
め
て
夜
泣
き
を
す
る
と
い
う
。

奥
州
中
村
六
万
石
の
藩
主
相そ

う

馬ま
だ

大い
ぜ

膳ん
の

亮す
け

は
無
類
の
刀
好
き
、
乾
雲
丸
、
坤
龍
丸

を
何
と
し
て
も
入
手
す
べ
く
、
家
中
で
も
特
に
剣
の
優
れ
た
徒
士
に
刀
を
奪
い

取
る
よ
う
秘
命
を
下
し
た
。

　

小
野
塚
道
場
で
は
秋
恒
例
の
試
合
が
催
さ
れ
て
い
た
。
但
し
今
度
の
試
合
の

勝
者
に
は
、
鉄
斎
の
一
人
娘
弥
生
を
進
呈
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
弥
生
は
優

勝
候
補
の
高
弟
、
諏
訪
栄
三
郎
に
好
意
を
寄
せ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
御
書
院
番

大
久
保
藤
次
郎
の
弟
諏
訪
栄
三
郎
は
、
か
ね
て
か
ら
水
茶
屋
の
娘
お
艶
を
好
い

て
お
り
、
恋
人
お
艶
の
為
に
わ
ざ
と
負
け
を
取
る
。
試
合
が
決
す
る
頃
隻
眼
隻

手
の
道
場
荒
し
丹
下
左
膳
が
現
れ
、
小
野
塚
鉄
斎
は
殺
さ
れ
乾
雲
丸
が
奪
わ
れ

る
。
乾
雲
丸
を
取
り
返
す
た
め
妖
刀
の
導
き
を
信
じ
、
諏
訪
栄
三
郎
は
坤
龍
丸

を
腰
に
丹
下
左
膳
を
捜
索
す
る
。

　

本
所
法
恩
寺
前
に
住
ま
う
不
良
旗
本
鈴
川
源
十
郎
は
、
蔵
前
の
札
差
へ
金
策

に
行
く
が
も
の
に
な
ら
な
い
。
同
じ
店
先
で
大
枚
五
十
両
を
借
り
出
し
た
若
侍

に
目
を
つ
け
、
小
悪
党
の
鼓
の
与
吉
に
そ
の
金
を
巻
き
上
げ
る
よ
う
命
じ
る
。

し
か
し
大
岡
越
前
守
の
旧
友
で
乞
食
の
豪
傑
、
蒲が

も
う生

泰た
い

軒け
ん

に
阻
ま
れ
る
。

　

栄
三
郎
の
情
婦
お
艶
に
横
恋
慕
す
る
鈴
川
源
十
郎
は
、
こ
の
恋
敵
こ
そ
食
客

丹
下
左
膳
が
血
眼
で
探
し
て
い
る
諏
訪
栄
三
郎
で
あ
る
と
知
り
、
そ
の
居
場
所

を
左
膳
に
知
ら
せ
る
。
栄
三
郎
に
奇
襲
を
仕
掛
け
る
左
膳
で
あ
っ
た
が
、
左
膳

に
一
方
的
な
好
意
を
寄
せ
て
い
る
櫛
巻
お
藤
の
た
め
に
取
り
逃
が
し
て
し
ま
う
。
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丹
下
左
膳
の
最
期　
　
　

渡
邉
三
希
子

本
情
報
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

●
角
座
版
﹁
新
版
大
岡
政
）
2
（
談
﹂

　

五
幕
十
三
場　

新
聞
劇
／﹇
脚
本
作
者
﹈
食
満
南
北

　
﹇
名
称
﹈
新
版
大
岡
政
談
の
内
鈴
川
源
十
郎
の
巻

　
﹇
初
演
﹈
昭
和
三
年
二
月
一
日
〜
二
月
二
十
日
、
角
座　
﹇
上
演
団
体
﹈
新
声
劇

　
﹇
初
演
時
配
役
﹈

鍛
治
屋
富
五
郎
・
伊
吹
大
作
（
山
木
之
彦
）、
当
り
矢
の
お
艶
（
和
歌
浦
糸
子
）、

鈴
川
源
十
郎
（
芝
田
新
）、
つ
ゞ
み
の
与
吉
・
近
侍
笠
原
宮
内
（
一
條
新
三
郎
）、

蒲
生
泰
軒
（
伊
川
八
郎
）、
諏
訪
栄
三
郎
（
辻
野
良
一
）、
丹
下
左
膳
（
中
田
正
造
）、

門
弟
猿
島
健
太
・
相
馬
大
膳
亮
（
堀
正
夫
）、
櫛
巻
の
お
藤
（
富
士
野
蔦
枝
）、

大
久
保
藤
次
郎
（
名
越
仙
左
衛
門
）、
小
野
塚
鉄
斎
（
鈴
木
黙
堂
）、

小
野
塚
の
娘
弥
生
（
金
剛
麗
子
）、
森
徹
馬
・
将
軍
徳
川
吉
宗
（
小
波
若
郎
）、

土
屋
多
門
（
新
田
吉
里
）、
お
艶
の
母
お
さ
よ
（
中
村
仲
次
）、

大
岡
越
前
守
忠
相
（
藤
本
正
雄
）、
侍
女
皐
月
（
吉
野
静
江
）、

隣
家
の
女
房
お
こ
と
・
侍
女
卯
の
花
（
若
柳
蔦
子
）、
侍
女
呉
竹
（
濱
地
良
子
）

　
﹇
場
割
﹈

序　

幕　

水
茶
屋
当
り
矢
の
場

同
返
し　

小
野
塚
邸
稲
荷
祠
前
の
場

同
返
し　

川
端
首
尾
の
松
の
場

二
幕
目　

大
岡
越
前
守
私
宅
の
場

同
返
し　

同
門
外
の
場

同
返
し　

化
物
屋
敷
の
場

三
幕
目　

浅
草
瓦
町
お
艶
侘
住
居
の
場

同
返
し　

同　

露
次
口
の
場

同
返
し　

再
び
お
艶
侘
住
居
の
場

龍
丸
を
手
柄
に
相
馬
藩
へ
帰
参
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

　

以
上
が
『
新
版
大
岡
政
談
』
の
あ
ら
す
じ
で
あ
る
。
物
語
の
柱
は
、
善
悪
の
構
図

が
は
っ
き
り
と
し
た
刀
の
争
奪
戦
で
あ
る
。（
※
巻
末
「
資
料
一
」
参
照
）
坤
龍
丸

を
持
つ
善
玉
諏
訪
栄
三
郎
と
、
乾
雲
丸
を
持
つ
悪
玉
丹
下
左
膳
が
互
い
の
刀
を
求
め

て
ぶ
つ
か
り
あ
う
。
そ
し
て
そ
こ
に
、
お
艶
を
求
め
て
奔
走
す
る
鈴
川
源
十
郎
や
、

儘
な
ら
ぬ
恋
愛
関
係
が
組
み
合
わ
さ
れ
る
こ
と
で
嫉
妬
や
策
略
を
生
み
だ
し
、
物
語

を
よ
り
一
層
波
乱
に
満
ち
た
も
の
に
し
て
い
る
。

三
、﹃
新
版
大
岡
政
談
﹄
の
舞
台
化

　

大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
映
画
業
界
は
、
大
衆
向
け
新
聞
小
説
を
原

作
と
し
た
、
連
続
時
代
劇
の
全
盛
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
演
劇
業
界
で
も
ま
た
、

新
派
、
新
劇
な
ど
の
新
興
演
劇
を
中
心
に
そ
う
い
っ
た
新
聞
劇
（
新
聞
小
説
を
劇
化

し
た
も
の
）
が
演
じ
ら
れ
た
。
競
作
映
画
と
し
て
知
ら
れ
る
「
修
羅
八
荒
」「
孔
雀

の
光
」「
鳴
門
秘
帖
」「
砂
絵
呪
縛
」
の
四
作
に
つ
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら

は
映
画
化
の
み
な
ら
ず
舞
台
上
演
も
さ
れ
て
い
る
。（
※
巻
末
「
資
料
二
」
参
照
）

『
新
版
大
岡
政
談
』
も
多
聞
に
漏
れ
ず
新
聞
劇
と
し
て
舞
台
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

大
阪
時
事
新
報
（
昭
和
三
年
一
月
三
十
一
日
付
二
面
）
を
み
る
と
、「
浪
花
座
の

歌
舞
伎
と
角
座
の
新
声
劇
で
上
場
競
演
さ
れ
る
大
阪
毎
日
新
聞
連
載
の
新
版
大
岡
政

談
劇
其
他
名
狂
言
揃
」
と
見
出
し
を
つ
け
て
舞
台
「
新
版
大
岡
政
談
」
の
広
告
が
載

っ
て
い
る
。
広
告
に
よ
る
と
浪
花
座
が
二
月
三
日
初
日
で
、
角
座
が
二
月
一
日
初
日

と
あ
る
の
で
、
新
声
）
1
（

劇
こ
そ
初
め
て
舞
台
で
「
新
版
大
岡
政
談
」
を
上
演
し
た
劇
団

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

新
声
劇
の
「
新
版
大
岡
政
談
」
は
、
昭
和
三
年
二
月
一
日
初
日
の
大
阪
道
頓
堀
角

座
興
行
に
て
、
番
組
二
本
立
て
の
内
、
二
番
目
の
出
し
物
と
し
て
初
演
さ
れ
た
。
基
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
五
号　

二
〇
一
七
年

岡
我
童
（
十
二
代
目
片
岡
仁
左
衛
門
）、
四
代
目
中
村
福
助
（
三
代
目
中
村
梅
玉
）、

三
代
目
阪
東
寿
三
郎
等
の
一
座
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
た
。
昭
和
三
年
二
月
三
日
初
日

の
浪
花
座
興
行
に
て
、
昼
の
部
の
四
本
立
て
の
番
組
中
一
番
目
の
出
し
物
と
し
て
初

演
さ
れ
た
。
以
下
に
基
本
情
報
を
記
す
。

●
浪
花
座
版
﹁
新
版
大
岡
政
）
5
（
談
﹂

　

二
幕
五
場　

新
聞
劇
／﹇
脚
本
作
者
﹈
鳥
江
鉄
也

　
﹇
名
称
﹈
大
岡
政
談
「
鈴
川
源
十
郎
の
巻
」

﹇
初
演
﹈
昭
和
三
年
二
月
三
日
〜
二
月
二
十
四
日
、
浪
花
座

﹇
上
演
団
体
﹈
関
西
歌
舞
伎

　
﹇
初
演
時
配
役
﹈

旗
本
次
男
諏
訪
栄
三
郎
（
片
岡
我
童
）、
剣
客
丹
下
左
膳
（
阪
東
寿
三
郎
）、

凶
状
持
の
女
櫛
巻
の
お
藤（
中
村
霞
仙
）、小
野
塚
鉄
斎
の
娘
弥
生（
中
村
福
太
郎
）、

つ
ゞ
み
の
与
吉
（
実
川
延
五
郎
）、
甲
州
浪
人
蒲
生
泰
軒
（
嵐
橘
三
郎
）、

旗
本
鈴
川
源
十
郎
（
浅
尾
大
吉
）、
水
茶
屋
の
娘
お
艶
（
中
村
成
太
郎
）、

用
人
伊
吹
大
作
（
中
村
政
治
郎
）、
江
戸
町
奉
行
大
岡
越
前
守
（
中
村
福
助
）

　
﹇
場
割
﹈

第
一
幕
（
一
）
法
恩
寺
前
鈴
川
源
十
郎
屋
敷

（
二
）
御
蔵
渡
し
付
近
の
川
端

（
三
）
瓦
町
の
露
地
栄
三
郎
の
侘
住
居

第
二
幕
（
一
）
上
野
穴
稲
荷
初
午
祭
り

（
二
）
同　

穴
稲
荷
社
殿
の
裏
手

　
﹇
上
演
記
録
﹈

・
昭
和
三
年
二
月
三
日
〜
二
月
二
十
四
日
、
大
阪
道
頓
堀
浪
花
座
（
歌
舞
伎
）

・
昭
和
三
年
七
月
三
日
〜
七
月
十
三
日
、
東
京
浅
草
公
園
昭
和
座

 

（
尾
上
多
見
太
郎
・
酒
井
淳
之
助
・
大
谷
友
三
郎
合
同
劇
）

同
返
し　

小
塚
ヶ
原
の
場

四
幕
目　

将
軍
吉
宗
の
居
間
の
場

同
返
し　

城
外
濠
端
の
場

大　

詰　

芝
山
内
の
場

　
﹇
上
演
記
録
﹈

・
昭
和
三
年
二
月
一
日
〜
二
月
二
十
日
、
大
阪
道
頓
堀
角
座
（
新
声
劇
）

・
昭
和
三
年
三
月
一
日
〜
三
月
十
八
日
、
京
都
新
京
極
京
都
座
（
新
声
劇
）

・
昭
和
三
年
四
月
一
日
〜
四
月
八
日
、
神
戸
楠
公
前
八
千
代
座
（
新
声
劇
）

　

脚
本
を
担
当
し
た
食け

満ま

南な
ん

北ぼ
く

（
一
八
八
〇
〜
一
九
五
七
）
は
、
松
竹
土
地
興
行
会

社
に
所
属
し
、
関
西
歌
舞
伎
の
為
に
多
く
の
脚
本
を
執
筆
し
た
劇
作
家
で
あ
る
。
代

表
作
に
は
「
ぬ
れ
ご
ろ
も
」「
恋
の
三
位
」「
大
政
奉
還
後
の
慶
喜
」
等
が
あ
）
3
（
る
。

　

食
満
南
北
の
「
新
版
大
岡
政
談
」（
※
以
降
「
食
満
版
」
と
表
記
）
は
、
田
中
照

禾
『
資
料
に
よ
る
丹
下
左
膳
の
研
究
』（
私
家
版
平
成
二
十
四
年
資
料
媒
体
Ｄ
Ｖ

Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
フ
ァ
イ
ル
名
「
資
料
に
よ
る
丹
下
左
膳
の
研
究
第
五
巻
演
劇
・
ド
ラ
マ

篇
」
国
立
国
会
図
書
館
電
子
資
料
室
所
蔵
。
資
料
請
求
記
号

：Y
H
253-L162

三
二
九
頁
〜
三
七
五
頁
）
に
脚
本
影
）
4
（
印
が
採
録
さ
れ
て
い
る
他
、
京
都
座
（
昭
和
三

年
三
月
一
日
初
日
）
上
演
時
の
梗
概
が
、
京
都
日
出
新
聞
（
昭
和
三
年
三
月
二
日
付

夕
刊
三
面
）
の
「
読
者
と
演
芸
」
欄
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

食
満
版
の
脚
本
を
読
む
と
三
幕
目
の
「
浅
草
瓦
町
お
艶
侘
住
居
の
場
」
の
冒
頭
辺

り
ま
で
は
、
か
な
り
原
作
に
忠
実
な
筋
の
運
び
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
新
聞
の
読

者
に
歓
迎
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
脚
色
者
の
独
創
性
は
、
三
幕
目
の
「
再
び
お
艶

侘
住
居
の
場
」
以
降
に
強
く
覗
え
る
。
四
幕
目
の
「
将
軍
吉
宗
の
居
間
の
場
」「
城

外
濠
端
の
場
」、
大
詰
「
芝
山
内
の
場
」
は
原
作
に
該
当
箇
所
は
存
在
し
な
い
。
こ

の
辺
り
は
、
南
北
の
手
腕
が
光
る
脚
本
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
展
開
な
の
で
あ
る
。

　

一
方
で
浪
花
座
の
「
新
版
大
岡
政
談
」
は
と
い
う
と
、
関
西
歌
舞
伎
の
四
代
目
片
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丹
下
左
膳
の
最
期　
　
　

渡
邉
三
希
子

日
調
査
」
の
項
に
、「
広
瀬
五
郎
氏
は
大
毎
（
※
引
用
者
註
、
大
阪
毎
日
新
聞
の
略

称
）
連
載
中
な
る
林
不
忘
氏
原
作
を
竹
井
諒
氏
が
脚
色
せ
し
「
新
版
大
岡
政
談
」

（
鈴
川
源
十
郎
篇
）
の
監
督
を
近
日
よ
り
開
始
す
る
筈
」
と
あ
る
。
マ
キ
ノ
プ
ロ
ダ

ク
シ
ョ
ン
は
、『
キ
ネ
マ
旬
報
（
二
九
〇
号
）』（
昭
和
三
年
三
月
二
十
一
日
発
行　

六
十
九
頁
）「
マ
キ
ノ
御
室
通
信 

三
月
十
一
日
調
査
」
の
項
に
「
二
川
文
太
郎
氏
は

既
報
「
刀
を
抜
い
て
」
を
中
止
し
て
、
近
日
よ
り
、
大
毎
連
載
中
の
「
新
版
大
岡
政

談
」（
鈴
川
源
十
郎
篇
）
を
山
上
伊
太
郎
氏
が
脚
色
せ
し
も
の
を
監
督
す
る
事
に
決

定
し
目
下
準
備
中
で
あ
る
。」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
日
活
は
と
い
う
と
、『
キ
ネ

マ
旬
報
（
二
九
一
号
）』（
昭
和
三
年
四
月
一
日
発
行　

八
十
五
頁
）「
日
活
太
秦
通

信
三
月
二
十
一
日
調
査
」
の
項
に
「
伊
藤
大
輔
氏
は
既
報
の
如
く
大
毎
連
載
中
の

「
新
版
大
岡
政
談
」
を
制
作
す
る
事
に
決
定
し
、
目
下
氏
自
身
脚
色
中
で
あ
る
が
脱

稿
次
第
監
督
に
着
手
す
る
筈
で
あ
る
。」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
各
記
事
の
調
査
日

に
注
目
す
る
と
、
大
阪
道
頓
堀
の
角
座
、
浪
花
座
に
舞
台
「
新
版
大
岡
政
談
」
が
掛

か
っ
て
い
た
時
期
に
は
、
い
ず
れ
の
会
社
も
撮
影
に
至
っ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

各
社
の
映
画
製
作
状
況
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
巻
末
資
料
（
三
）「『
新
版
大
岡
政

談
』
年
表
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

映
画
「
新
版
大
岡
政
談
」
は
三
社
の
何
れ
の
作
品
も
フ
ィ
ル
ム
が
現
存
し
な
い
。

し
か
し
幸
い
に
、
キ
ネ
マ
旬
報
ベ
ス
ト
テ
ン
入
り
を
果
た
し
た
日
活
映
画
「
新
版
大

岡
政
談
」
に
関
し
て
は
、
幻
の
傑
作
と
し
て
多
く
の
好
事
家
が
記
録
を
残
し
た
。
こ

の
様
な
先
行
研
究
か
ら
、
映
画
の
筋
立
は
概
ね
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
よ
っ
て
本
稿

は
特
に
日
活
作
品
「
新
版
大
岡
政
談
」
と
舞
台
の
関
係
を
探
る
こ
と
と
す
る
。

四
、
劇
作
家
が
描
く
左
膳
の
最
期

　

小
説
『
新
版
大
岡
政
談
』
の
最
後
を
読
む
と
、
丹
下
左
膳
は
諏
訪
栄
三
郎
と
海
上

・
昭
和
四
年
一
月
十
四
日
〜
一
月
二
十
五
日
、
東
京
本
所
緑
町
寿
座
（
歌
舞
伎
）

　

浪
花
座
の
「
新
版
大
岡
政
談
」
は
当
時
の
新
進
脚
本
家
、
鳥
江
鉄
也
に
よ
っ
て
脚

色
さ
れ
た
。
鳥
江
鉄
也
は
、
松
竹
合
名
社
に
所
属
し
た
劇
作
家
で
、
関
西
劇
界
の
情

報
を
知
る
上
で
最
も
有
力
と
さ
れ
る
演
芸
雑
誌
『
道
頓
堀
』
に
も
、
編
集
者
兼
発
行

者
と
し
て
名
を
連
ね
た
。

　

鳥
江
鉄
也
の
「
新
版
大
岡
政
談
」（
※
以
降
「
鳥
江
版
」
と
表
記
）
は
、
浪
花
座

上
演
脚
本
が
『
道
頓
堀
（
第
三
年
第
十
七
集
）』（
昭
和
三
年
二
月
一
日
発
行 

松
竹

合
名
社
内 

道
頓
堀
編
集
部
）
の
一
〇
二
頁
か
ら
一
三
四
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

二
幕
五
場
と
短
め
の
劇
で
は
あ
る
が
、
夜
泣
き
の
刀
の
奪
い
合
い
を
前
面
に
押
し
出

す
の
で
は
な
く
、
諏
訪
栄
三
郎
と
い
う
一
人
の
男
性
を
愛
し
て
し
ま
う
お
艶
と
弥
生

の
葛
藤
を
主
題
と
し
て
、
傍
観
者
櫛
巻
お
藤
を
狂
言
回
し
に
洗
練
さ
れ
た
構
成
と
な

っ
て
い
る
。
剣
劇
一
座
の
新
声
劇
に
向
う
を
張
る
出
し
物
と
し
て
、『
新
版
大
岡
政

談
』
の
剣
劇
以
外
の
要
素
を
摑
み
出
し
、
歌
舞
伎
で
上
演
す
る
こ
と
を
前
提
に
世
話

物
風
に
脚
色
さ
れ
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
因
み
に
、
こ
の
鳥
江
版
脚
本
に
は
雑

誌
掲
載
さ
れ
た
も
の
と
は
別
に
筆
写
本
が
存
在
す
る
。
そ
の
件
に
関
し
て
は
、
後
の

章
で
語
る
こ
と
と
す
る
。

　

さ
て
、
角
座
と
浪
花
座
の
両
座
に
競
演
さ
れ
、
話
題
と
な
っ
た
『
新
版
大
岡
政

談
』
は
、
続
い
て
映
画
産
業
に
迎
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。『
新
版
大
岡
政
談
』
が

東
亜
キ
ネ
マ
、
マ
キ
ノ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
、
日
活
映
画
の
三
社
に
よ
り
映
画
化
さ
れ

た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。

　

映
画
「
新
版
大
岡
政
談
」
の
第
一
篇
は
各
社
と
も
昭
和
三
年
五
月
に
封
切
ら
れ
た
。

映
画
化
の
企
画
が
何
時
持
ち
上
が
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
撮
影
開
始
前
の
三

社
の
動
き
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

ま
ず
東
亜
キ
ネ
マ
は
、『
キ
ネ
マ
旬
報
（
二
八
九
号
）』（
昭
和
三
年
三
月
十
一
日

発
行　

七
十
二
頁
）
日
本
各
社
撮
影
所
通
信
欄
の
「
東
亜
京
都
通
信 

二
月
二
十
九
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
五
号　

二
〇
一
七
年

つ
ち
が
ど
つ
ち
と
も
い
へ
ま
せ
ん
け
ど
、
や
つ
ぱ
り
新
聞ぶ
ん

の
読と
く

者し
や

で
全ぜ
ん

体た
い

の
筋す
ぢ

や
ら
葛
藤と
う

や
ら
を
見
た
い
人
は
、
幕ま
く

の
数
が
多お
ほ

い
だ
け
で
も
、

角か
ど

座ざ

の
方
を
喜よ
ろ
こん
だ
か
も
知し

れ
ま
せ
ん
ね
。」

不
忘
「
さ
う
で
せ
う
ね
。
私わ

た
しも
台だ
い

本
だ
け
は
見
せ
て
も
ら
ひ
ま
し
た
が
、
食
満

南
北
氏
な
ん
て
、
う
ま
い
も
の
で
す
ね
。」

記
者
「
手
に
入
つ
た
も
ん
で
す
ね
。」

不
忘
「
私わ

た
しの

小
説せ
つ

が
あ
ん
な
に
も
な
る
も
の
か
と
思お
も

ふ
と
、
や
つ
ぱ
り
、
さ
す

が
だ
な
と
思お

も

ひ
ま
し
た
。」

　

こ
の
会
話
か
ら
、
林
不
忘
が
舞
台
「
新
版
大
岡
政
談
」
の
仕
上
が
り
を
そ
れ
な
り

に
評
価
し
て
い
る
こ
と
が
覗
え
る
。
恐
ら
く
芝
居
の
関
係
者
か
ら
は
、
今
後
の
小
説

の
展
開
に
つ
い
て
踏
み
込
ん
だ
質
問
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
だ
連
載
中
で
結
末
を
書
い
て
い
な
い
自
分
の
小
説
を
、
第
三
者
で
あ
る
劇
作
家
が

一
つ
の
作
品
と
し
て
ま
と
め
た
こ
と
に
、
原
作
者
は
純
粋
に
感
心
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
更
に
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
で
は
、

記
者
「

―
そ
れ
は
さ
う
と
、
今
度
あ
の
大
岡を
か

政せ
い

談だ
ん

を
活く
わ

動つ
ど
うに

と
る
映え
い

画ぐ
わ

会
社し
や

の
方
か
ら
、
あ
の
筋す
ぢ

は
こ
れ
か
ら
ど
う
い
ふ
風
に
な
る
の
か
と
い
ふ
や

う
な
こ
と
を
尋た

づ

ね
て
行
つ
た
で
せ
う
？
」

不
忘
「
江
ゝ
、
お
艶つ

や

は
ど
う
な
る
ん
だ
と
か
、
源げ
ん

十
郎
は
ど
う
す
る
ん
だ
と
か

尋た
づ

ね
て
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
あ
ん
な
こ
と
を
た
づ
ね
ら
れ
る
の
は
困こ
ま

り
ま
す
ね
。」

と
述
べ
て
お
り
、
映
画
化
の
際
に
は
原
作
者
が
困
惑
す
る
ほ
ど
筋
に
対
す
る
詮
索
が

行
わ
れ
た
よ
う
だ
。

で
対
決
し
、
追
い
詰
め
ら
れ
以
下
の
様
に
な
る
。

泪な
み
だを
ぬ
ぐ
つ
た
栄え
い

三
郎
が
、
泰た
い

軒け
ん

の
指さ

す
方
を
見
や
る
と
、
は
る
か
暗
い
浪な
み

の

あ
ひ
だ
に
、
船
板い

た

を
い
か
だ

0

0

0

に
組く

ん
で
、
丹た
ん

下
左
膳ぜ
ん

の
長
身し
ん

が
、
生
け
る
と
も

死
ん
で
と
も
な
く
、
遠と

ほ

く
遠と
ほ

く
漂た
ゞ
よひ

去さ

り
つ
ゝ
あ
つ
た
。

（
第
一
九
六
回 

昭
和
三
年
五
月
三
十
日
付 

夕
刊
三
面
）

　

こ
の
様
に
、
小
説
『
新
版
大
岡
政
談
』
は
丹
下
左
膳
に
留
め
を
刺
す
こ
と
無
く
終

わ
り
を
迎
え
る
。
と
こ
ろ
が
、『
新
版
大
岡
政
談
』
連
載
終
了
後
の
八
月
十
七
日
に

封
切
ら
れ
た
日
活
映
画
「
新
版
大
岡
政
談 
解
決
篇
」
で
は
、
物
語
の
ラ
ス
ト
が
原

作
と
は
大
き
く
異
な
る
上
、
丹
下
左
膳
が
壮
絶
な
自
決
を
果
た
す
の
で
あ
る
。
伊
藤

大
輔
監
督
は
何
故
丹
下
左
膳
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
の
か
。
そ
の
ヒ
ン
ト
は
、
先
行
す

る
舞
台
「
新
版
大
岡
政
談
」
で
の
丹
下
左
膳
の
扱
い
に
あ
る
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、

舞
台
「
新
版
大
岡
政
談
」
で
は
、
食
満
版
、
鳥
江
版
共
に
大
詰
め
で
丹
下
左
膳
が
死

ぬ
か
ら
で
あ
る
。

　

舞
台
「
新
版
大
岡
政
談
」
が
初
演
さ
れ
た
の
は
昭
和
三
年
二
月
で
あ
り
、
そ
の
頃

林
不
忘
の
原
作
は
、
ま
だ
終
わ
り
の
見
え
な
い
連
載
途
中
で
あ
っ
た
。
渡
邊
均

「「
大
岡
政
談
」
の
作
者
林
不
忘
氏
の
外
遊
を
車
中
に
見
送
る
」（『
サ
ン
デ
ー
毎
日

（
七
巻
十
八
号
）』
昭
和
三
年
四
月
十
五
日
発
行 

十
三
頁
）
は
、
対
話
形
式
の
記
事

で
あ
る
。
こ
の
中
で
記
者
と
林
不
忘
が
舞
台
「
新
版
大
岡
政
談
」
に
つ
い
て
語
っ
て

い
る
。
林
不
忘
は
大
阪
で
の
両
座
の
芝
居
を
見
て
い
な
い
と
述
べ
て
お
り
、
ど
ち
ら

の
評
判
が
良
か
っ
た
か
を
記
者
の
渡
邊
均
に
尋
ね
て
い
る
。（
※
話
者
は
引
用
者
が

付
し
た
。）

記
者
「
さ
う
で
す
ね
。
両れ

う

方
と
も
、
ま
る
で
行
き
方
を
違
へ
て
あ
る
の
で
、
ど
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丹
下
左
膳
の
最
期　
　
　

渡
邉
三
希
子

吾
等
に
何
の
か
ゝ
り
合
ひ
も
ご
ざ
ら
ぬ
」
と
答
え
、
そ
の
場
を
切
り
抜
け
る
。

　

呼
び
出
し
の
帰
路
、
城
外
濠
端
に
お
い
て
、
丹
下
左
膳
が
大
膳
亮
の
乗
り
物

に
近
寄
っ
て
く
る
。「
ア
ツ
我
君
」
と
声
を
掛
け
る
左
膳
に
対
し
、「
イ
ヤ
、
何

者
ぢ
や
、
予
は
相
馬
大
膳
亮
其
方
如
き
は
一
向
に
見
覚
へ
が
な
い
ぞ
」
と
あ
く

ま
で
他
人
を
装
っ
た
上
で
、
大
膳
亮
は
城
中
に
お
け
る
越
前
守
と
の
対
話
を
云

っ
て
聞
か
せ
る
。
刀
を
集
め
府
内
を
騒
が
せ
る
辻
斬
り
の
下
手
人
が
、
相
馬
藩

の
者
で
あ
る
と
い
う
噂
。
事
実
で
あ
れ
ば
、
奥
州
中
村
六
万
石
は
お
取
り
つ
ぶ

し
に
あ
う
と
い
う
。「
サ
ア
、
そ
な
者マ

マ

何
事
も
察
し
て
く
れ
い
」
と
い
う
主
君

の
言
葉
に
状
況
を
理
解
し
た
左
膳
は
、「
ハ
ッ
、
さ
て
は
相
馬
の
殿
に
ご
ざ
り

ま
し
た
か
浪
人
者
の
い
た
づ
ら
が
却
っ
て
御
名
ま
で
出
ま
し
て
は
…
何
事
も
心

得
る
で
ご
ざ
り
ま
せ
う
」
と
、
身
一
つ
で
こ
の
件
の
責
任
を
引
受
け
る
覚
悟
を

示
す
の
で
あ
っ
た
。

　

大
詰
「
芝
山
内
の
場
」
に
於
い
て
、
破
れ
か
ぶ
れ
の
丹
下
左
膳
は
、
片
恋
の

相
手
小
野
塚
弥
生
の
駕
籠
を
襲
撃
す
る
。
共
に
奥
州
へ
行
こ
う
と
誘
う
左
膳
に
、

弥
生
は
「
父
の
仇
、
刀
の
盗
賊
、
た
と
ひ
此
の
身
は
八
ツ
裂
き
に
さ
れ
ま
し
て

も
あ
な
た
に
随
ふ
と
は
思
ひ
ま
せ
ぬ
」
と
拒
絶
す
る
。
左
膳
は
強
引
に
弥
生
を

得
よ
う
と
す
る
が
櫛
巻
お
藤
に
よ
っ
て
阻
ま
れ
、
遂
に
お
藤
を
殺
し
て
し
ま
う
。

　

駆
け
付
け
た
諏
訪
栄
三
郎
は
弥
生
に
助
太
刀
を
す
る
が
、
斬
り
結
ぶ
左
膳
に

こ
れ
ま
で
程
の
覇
気
が
無
い
。
栄
三
郎
に
肩
先
を
斬
ら
れ
た
左
膳
は
突
然
弥
生

の
手
を
取
り
、
そ
の
短
刀
で
自
ら
の
脇
腹
を
突
か
せ
た
。
左
膳
は
栄
三
郎
に
乾

雲
丸
を
差
し
だ
し
、
坤
龍
丸
と
併
せ
て
栄
三
郎
の
手
で
、
相
馬
大
膳
亮
へ
献
上

す
る
よ
う
懇
願
す
る
。
し
か
し
、
落
ち
ぶ
れ
て
も
直
参
の
意
地
が
あ
る
諏
訪
栄

三
郎
は
、
出
来
ぬ
相
談
だ
と
断
る
。
希
望
が
潰
え
た
丹
下
左
膳
は
「
か
な
わ
ぬ

か
、
今
生
の
望
み
も
か
な
わ
ぬ
か
、
不
忠
、
不
義
の
丹
下
左
膳
サ
ア
弥
生
殿
、

せ
め
て
お
身
の
手
で
死
の
う
」
と
弥
生
に
身
を
任
せ
る
。
し
か
し
、
病
魔
に
侵

　

舞
台
「
新
版
大
岡
政
談
」
を
担
当
し
た
脚
本
家
た
ち
は
、
連
載
中
の
小
説
を
劇
化

す
る
た
め
、
途
中
ま
で
は
原
作
を
基
に
話
を
進
め
て
、
大
詰
め
へ
向
け
て
の
筋
立
て

を
自
身
で
創
作
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
舞
台
「
新
版
大
岡
政
談
」
が
ど
の

様
に
物
語
を
終
わ
ら
せ
る
の
か
。
丹
下
左
膳
は
、
ど
の
様
な
経
緯
で
死
ん
で
ゆ
く
の

か
を
見
て
行
き
た
い
。

・
食
満
版
﹁
新
版
大
岡
政
談
﹂
の
最
期

　

食
満
版
が
風
雲
急
を
告
げ
る
の
は
、
三
幕
目
の
「
小
塚
ヶ
原
の
場
」
か
ら
で
あ
る
。

以
下
、
田
中
照
禾
『
資
料
に
よ
る
丹
下
左
膳
の
研
究
』
所
載
の
食
満
南
北
脚
本
影
印

に
基
づ
き
三
幕
目
以
降
の
粗
筋
を
記
す
。

　

悪
旗
本
鈴
川
源
十
郎
は
賄
婆
と
し
て
雇
っ
て
い
る
お
さ
よ
が
、
お
艶
の
実
母

で
あ
る
と
看
破
し
て
い
た
。
刀
で
脅
し
、
お
艶
の
居
所
を
白
状
さ
せ
よ
う
と
迫

る
が
、
存
ぜ
ぬ
の
一
点
張
り
。
遂
に
お
さ
よ
を
殺
し
て
し
ま
う
。
源
十
郎
は
役

人
に
捕
わ
れ
る
。
乾
雲
丸
を
持
つ
丹
下
左
膳
が
頻
繁
に
辻
斬
り
を
行
っ
た
結
果
、

左
利
き
の
辻
斬
り
は
江
戸
中
の
恐
怖
の
的
と
な
り
、
下
手
人
を
挙
げ
る
為
に
大

岡
越
前
守
が
動
き
出
し
た
。

　

刀
を
求
め
辻
斬
り
を
行
う
丹
下
左
膳
の
背
後
に
、
相
馬
大
膳
亮
が
関
与
す
る

こ
と
を
知
っ
た
越
前
守
は
、
将
軍
吉
宗
に
願
い
出
て
相
馬
大
膳
亮
を
召
喚
す
る
。

越
前
守
は
吉
宗
の
御
前
に
於
い
て
「
御
家
臣
の
う
ち
に
丹
下
左
膳
と
申
す
者
隻

眼
隻
手
の
者
お
心
当
り
が
ご
ざ
り
ま
せ
う
や
」
と
相
馬
公
を
問
い
た
だ
す
。
そ

の
男
は
名
刀
を
望
み
小
野
塚
鉄
斎
を
斬
り
、
乾
雲
丸
と
い
う
刀
を
奪
い
無
辜
の

辻
斬
り
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
。
丹
下
左
膳
の
潜
伏
先
の
主
鈴
川
源
十
郎
を
捕

え
て
詮
議
し
た
と
こ
ろ
、
噓
と
は
思
わ
れ
る
が
相
馬
公
の
名
が
挙
が
っ
た
の
だ

と
述
べ
る
。
大
膳
亮
は
関
与
を
否
定
し
、
名
刀
を
好
ま
ぬ
こ
と
は
な
い
が
、
盗

人
を
遣
わ
し
奪
い
取
る
な
ど
あ
り
得
な
い
と
返
答
す
る
。
越
前
守
は
、
左
膳
召

し
捕
り
に
異
存
が
無
い
か
大
膳
亮
に
念
を
押
す
。
大
膳
亮
は
「
念
に
は
及
ば
ぬ
、



88

明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
五
号　

二
〇
一
七
年

左
膳
は
君
命
に
も
勝
る
小
野
塚
弥
生
の
心
を
得
て
、
満
足
の
内
に
死
ん
で
い
く
。

・
鳥
江
版
﹁
新
版
大
岡
政
談
﹂
の
最
期

　

鳥
江
版
が
原
作
の
筋
を
離
れ
る
の
は
、
第
一
幕
の
「
瓦
町
の
露
地
栄
三
郎
の
侘
住

居
の
場
」
の
終
盤
か
ら
で
あ
る
。
以
下
、『
道
頓
堀
（
第
三
年
十
七
集
）』
所
載
の
鳥

江
鉄
也
脚
本
に
基
づ
き
粗
筋
を
紹
介
す
る
。

　

丹
下
左
膳
に
袖
に
さ
れ
た
櫛
巻
お
藤
は
、
左
膳
の
片
恋
の
相
手
小
野
塚
弥
生

に
激
し
く
嫉
妬
す
る
。
そ
の
腹
い
せ
に
栄
三
郎
と
お
艶
が
暮
ら
す
瓦
町
の
家
へ

と
弥
生
を
連
れ
込
ん
だ
。
二
人
の
仲
を
見
せ
つ
け
て
、
弥
生
の
心
を
搔
き
乱
そ

う
と
い
う
心
算
な
の
で
あ
る
。

　

恋
敵
で
あ
る
弥
生
の
突
然
の
訪
問
に
、
お
艶
は
素
気
無
い
態
度
を
示
す
が
、

お
藤
の
思
惑
と
異
な
り
武
家
娘
の
弥
生
は
お
艶
を
前
に
し
て
も
、
激
情
に
走
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
弥
生
は
栄
三
郎
を
思
う
あ
ま
り
病
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
、
今
は
栄
三
郎
を
諦
め
て
い
る
こ
と
を
お
艶
に
打
ち
明
け
、
父
の
敵
と
乾
雲

丸
奪
還
を
く
れ
ぐ
れ
も
頼
む
と
栄
三
郎
に
伝
え
て
欲
し
い
と
だ
け
言
葉
を
残
し
、

帰
り
か
け
る
。
弥
生
の
言
葉
に
自
分
の
態
度
を
悔
い
た
お
艶
は
、
弥
生
に
栄
三

郎
を
譲
る
決
意
を
す
る
。
譲
り
合
う
二
人
の
前
に
現
れ
た
諏
訪
栄
三
郎
は
恋
の

ジ
レ
ン
マ
に
苦
し
み
、
大
刀
武
蔵
太
郎
を
抜
き
放
ち
空
を
斬
る
。
愛
す
る
お
艶

と
の
絆
を
断
ち
切
っ
た
の
で
あ
る
。

　

栄
三
郎
宅
で
の
出
来
事
か
ら
一
月
が
過
ぎ
た
。
丹
下
左
膳
と
小
野
塚
弥
生
は

上
野
穴
稲
荷
の
初
午
祭
り
を
訪
れ
て
い
た
。
一
ヶ
月
前
の
夜
、
栄
三
郎
宅
か
ら

の
帰
り
道
、
大
川
へ
身
投
げ
を
計
っ
た
弥
生
は
丹
下
左
膳
に
救
わ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
二
人
は
、
同
じ
く
穴
稲
荷
に
参
詣
す
る
鈴
川
源
十
郎
の
一
行
と
出
く

わ
す
が
、
そ
こ
に
は
お
艶
の
姿
が
あ
っ
た
。

　

再
会
し
た
お
艶
と
弥
生
は
、
互
い
の
数
奇
な
運
命
を
語
り
合
う
。
お
艶
は
、

栄
三
郎
と
別
れ
た
後
お
藤
の
元
に
身
を
寄
せ
て
い
た
が
、
鈴
川
源
十
郎
の
力
で

さ
れ
た
弥
生
に
は
、
左
膳
に
留
め
を
刺
す
余
力
も
無
く
、
栄
三
郎
に
看
取
ら
れ

満
足
の
内
に
息
を
引
き
取
る
の
で
あ
っ
た
。

　

左
膳
の
願
い
を
受
け
入
れ
よ
う
と
し
な
い
栄
三
郎
に
対
し
て
、
そ
の
場
に
現

れ
た
大
岡
越
前
守
は
、
お
艶
と
二
人
で
和
田
家
を
再
興
す
る
よ
う
諭
す
。
栄
三

郎
は
兄
に
勘
当
を
許
さ
れ
、
弥
生
の
叔
父
土
屋
多
門
に
よ
っ
て
、
正
式
に
夜
泣

き
の
刀
を
譲
り
う
け
る
。
栄
三
郎
は
刀
を
携
え
て
、
お
艶
と
共
に
相
馬
へ
向
か

う
決
心
を
す
る
。
苦
し
い
息
の
下
で
安
堵
し
た
左
膳
は
、「
忝
け
な
い
、
そ
れ

で
こ
そ
相
馬
の
殿
も
立
つ
、
丹
下
の
生
命
も
無
駄
で
は
な
か
つ
た
の
う
、
ハ

…
…
」
と
淋
し
く
笑
い
死
ん
で
い
く
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
食
満
版
の
丹
下
左
膳
は
、
あ
く
ま
で
も
君
命
を
全
う
す
る
忠
臣
と
し

て
描
か
れ
た
。
彼
が
如
何
に
忠
誠
心
の
強
い
人
間
で
あ
る
か
は
、
第
二
幕
「
化
物
屋

敷
の
場
」
で
の
「
刀
と
い
ふ
刀
を
集
む
る
が
相
馬
殿
の
、
こ
の
世
の
望
み
、
秘
命
を

う
け
て
江
戸
へ
登
つ
た
こ
の
左
膳
、
主
命
ぢ
や
、
忠
の
た
め
ぢ
や
、
た
の
ま
れ
た
武

辺
の
意
地
ぢ
や
、
女
に
さ
ま
た
げ
ら
れ
て
武
士
が
立
つ
か
、
忠
の
道
が
つ
く
さ
れ
る

か
、
主
命
が
全
う
さ
れ
る
と
思
ふ
か
」
と
い
う
台
詞
か
ら
滲
み
出
て
い
る
。
こ
れ
は
、

櫛
巻
お
藤
の
横
槍
で
栄
三
郎
か
ら
坤
龍
丸
を
奪
い
損
ね
た
左
膳
が
お
藤
を
責
め
な
が

ら
述
べ
た
台
詞
で
あ
る
。

　

左
膳
一
人
を
見
限
れ
ば
、
相
馬
中
村
六
万
石
と
の
関
わ
り
合
い
を
不
問
に
す
る
姿

勢
を
示
し
た
越
前
守
に
、
大
膳
亮
は
従
う
よ
り
他
選
択
の
余
地
が
無
い
。
忠
義
一
途

な
丹
下
左
膳
は
、
主
君
の
頼
み
を
聞
き
一
介
の
素
浪
人
と
し
て
死
ん
で
い
く
こ
と
を

受
け
入
れ
る
。
ま
た
、
左
膳
最
期
の
奉
公
は
大
岡
越
前
守
に
よ
っ
て
成
就
さ
れ
、
相

馬
大
膳
亮
は
結
果
的
に
夜
泣
き
の
刀
を
入
手
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
我
が

身
を
省
み
ず
忠
君
の
姿
勢
を
貫
く
家
臣
こ
そ
、
食
満
版
丹
下
左
膳
の
最
期
の
姿
で
あ

る
。

　

一
方
で
、
ま
っ
た
く
方
向
性
を
異
に
す
る
の
が
鳥
江
版
で
あ
る
。
こ
ち
ら
の
丹
下
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下
左
膳
の
最
期　
　
　

渡
邉
三
希
子

膳ぜ
ん

の
行ゆ
く
へ方
を
聞き

か
れ
た
ら
左さ

膳ぜ
ん

は
江え

戸ど

で
可か

愛あ

い
女を
ん
なと
死し

ん
で
行い

つ
た
と
言い

つ

て
下く

だ

さ
れ
」
と
、
満
足
の
内
に
死
ん
で
い
く
。
ま
た
弥
生
も
、
左
膳
の
名
を
呼

び
つ
つ
息
を
引
き
取
る
の
で
あ
っ
た
。

　

栄
三
郎
に
手
紙
を
返
し
に
や
っ
て
来
た
大
岡
越
前
守
は
、
役
儀
に
よ
り
開
封

し
た
手
紙
の
内
容
に
つ
い
て
、
不
問
の
態
度
を
示
す
の
で
あ
っ
た
。
左
膳
の
手

紙
で
委
細
承
知
し
た
栄
三
郎
は
、
乾
坤
二
刀
を
帰
参
の
土
産
と
し
、
お
艶
の
亡

父
の
家
名
を
継
い
で
相
馬
へ
行
く
決
心
を
す
る
の
で
あ
っ
た
。
鈴
川
源
十
郎
と

櫛
巻
お
藤
は
召
し
捕
ら
れ
た
。
臨
終
間
際
の
左
膳
の
体
に
捕
縄
が
う
た
れ
ん
と

し
た
そ
の
時
、
越
前
守
は
慈
悲
を
も
っ
て
そ
れ
を
制
止
す
る
の
で
あ
っ
た
。

　

鳥
江
版
丹
下
左
膳
の
台
詞
に
は
、
主
君
に
対
す
る
不
敬
な
態
度
が
現
れ
て
い
る
。

第
一
幕
「
法
恩
寺
前
鈴
川
源
十
郎
屋
敷
の
場
」
で
、
源
十
郎
に
正
体
を
打
ち
明
け
る

際
、
主
君
相
馬
大
膳
亮
の
こ
と
を
「
天て

ん

下か

に
か
く
れ
な
い
名め
い

刀と
う

と
云い

ふ
名め
い

刀と
う

は
み
ん

な
自じ

分ぶ
ん

の
手て

許も
と

に
集あ
つ

め
や
う
と
云い

ふ
と
ん
で
も
な
い
了れ
う

見け
ん

だ
」
と
述
べ
、
更
に
は
、

小
野
塚
鉄
斎
か
ら
是
非
に
も
乾
雲
坤
龍
を
奪
い
取
ろ
う
と
企
む
主
君
の
様
を
「
凡ぼ

ん

夫ぷ

の
意い

地ぢ

」
と
ま
で
評
し
て
い
る
。
鳥
江
版
の
丹
下
左
膳
は
忠
臣
で
は
無
い
。
彼
に
と

っ
て
は
、
君
命
よ
り
も
小
野
塚
弥
生
の
方
が
大
切
な
の
で
あ
る
。
鳥
江
鉄
也
は
弥
生

に
身
投
げ
を
図
ら
せ
て
、
丹
下
左
膳
と
強
引
に
結
び
つ
け
た
。
弥
生
の
身
投
げ
未
遂

は
、
舞
台
上
で
実
際
に
演
じ
ら
れ
る
訳
で
は
な
く
、
第
二
幕
「
上
野
穴
稲
荷
初
午
祭

り
の
場
」
に
お
い
て
丹
下
左
膳
の
台
詞
に
よ
っ
て
解
説
さ
れ
る
。

　

病
に
罹
り
先
も
知
れ
な
い
身
体
の
弥
生
は
、
自
分
の
存
在
が
お
艶
を
苦
し
め
る
と

考
え
、
自
ら
命
を
断
と
う
と
す
る
。
大
川
へ
身
投
げ
を
図
っ
た
そ
の
時
、
彼
女
を
救

っ
た
人
間
が
父
の
仇
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
弥
生
の
苦
悩
は
深
ま
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
敵
に
身
を
許
し
た
不
孝
を
嘆
く
弥
生
の
姿
に
、
丹
下
左
膳
も
ま
た
苦
し
ん
だ

こ
と
で
あ
ろ
う
。
彼
は
秘
密
裏
に
、
諏
訪
栄
三
郎
に
討
た
れ
る
計
画
を
固
め
て
い
く
。

　

鳥
江
鉄
也
は
左
膳
と
弥
生
を
、
死
ぬ
こ
と
に
よ
っ
て
苦
し
み
か
ら
解
放
さ
れ
る
心

左
膳
か
ら
乾
雲
丸
を
取
り
戻
そ
う
と
考
え
、
源
十
郎
に
な
び
く
と
見
せ
か
け
今

夜
か
ら
鈴
川
の
屋
敷
へ
入
り
こ
む
覚
悟
で
あ
る
と
い
う
。
一
方
、
父
の
敵
に
命

を
救
わ
れ
た
弥
生
は
、
隙
あ
ら
ば
左
膳
を
討
ち
取
る
覚
悟
を
決
め
て
、
心
な
ら

ず
も
向
島
の
小
梅
で
共
に
暮
ら
し
て
き
た
の
だ
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
思
わ
ぬ

左
膳
の
優
し
さ
に
彼
女
の
覚
悟
は
揺
ら
い
で
い
た
。「
一
日に

ち

〳
〵
と
暮く
ら

す
う
ち
、

情な
さ

け
が
か
ゝ
つ
て
、
あ
の
人ひ
と

を
今い
ま

で
は
討う

つ
気き

に
も
な
れ
ま
せ
ん
」
と
い
う
弥

生
は
、
栄
三
郎
の
手
に
か
か
っ
て
死
ぬ
こ
と
を
望
む
の
で
あ
っ
た
。

　

時
同
じ
く
、
穴
稲
荷
に
お
忍
び
で
や
っ
て
来
た
大
岡
越
前
守
は
、
伊
勢
山
田

奉
行
時
代
の
旧
友
蒲
生
泰
軒
と
出
会
う
。
反
徳
川
の
思
想
を
持
つ
泰
軒
は
、
徳

川
の
治
世
を
痛
罵
す
る
の
で
あ
っ
た
。
悪
旗
本
鈴
川
源
十
郎
の
罪
状
、
ま
た
世

間
を
騒
が
せ
る
辻
斬
り
丹
下
左
膳
の
正
体
す
ら
も
既
に
突
き
止
め
て
い
る
越
前

守
に
、
泰
軒
は
源
十
郎
と
左
膳
が
此
の
穴
稲
荷
に
居
る
こ
と
を
告
げ
て
去
っ
て

い
く
。

　

丹
下
左
膳
に
文
使
い
を
頼
ま
れ
た
つ
ゞ
み
の
与
吉
は
、
栄
三
郎
の
懐
中
へ
手

紙
を
捻
じ
込
む
が
、
栄
三
郎
は
越
前
守
と
ぶ
つ
か
っ
た
拍
子
に
そ
れ
を
落
と
し

て
し
ま
う
。
手
紙
を
入
手
し
た
越
前
守
は
、
用
人
大
作
に
命
じ
捕
方
の
手
配
を

す
る
の
で
あ
っ
た
。

　

上
野
穴
稲
荷
社
殿
の
裏
手
、
捕
方
を
逃
れ
て
や
っ
て
き
た
丹
下
左
膳
は
、
諏

訪
栄
三
郎
と
出
く
わ
し
対
決
と
な
る
。
駆
け
付
け
た
弥
生
は
、
栄
三
郎
に
自
分

を
斬
る
様
懇
願
し
両
者
の
間
か
ら
退
こ
う
と
し
な
い
。
左
膳
は
許
し
を
乞
い
な

が
ら
、
弥
生
を
斬
っ
た
。
ま
た
左
膳
も
栄
三
郎
の
刃
に
倒
れ
る
。
左
膳
は
今
宵

栄
三
郎
に
討
た
れ
る
覚
悟
で
、
自
分
の
正
体
と
相
馬
大
膳
亮
と
に
関
わ
る
密
事

を
、
手
紙
に
し
た
た
め
与
吉
に
持
た
せ
て
い
た
の
だ
。
瀕
死
の
弥
生
は
栄
三
郎

に
夜
泣
き
の
刀
を
託
し
、
相
馬
へ
行
き
お
艶
と
夫
婦
に
成
る
よ
う
願
っ
た
。
弥

生
と
出
会
い
真
剣
の
恋
を
知
っ
た
左
膳
は
「
栄江

い

三
郎ら
う

、
相さ
う
ま馬

の
殿と
の

よ
り
丹た
ん

下げ

左さ



図 1　『名古屋金輝館　映画プログラム』（昭和三年九月十九日発行）
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
五
号　

二
〇
一
七
年

ら
丹
下
左
膳
は
家
臣
に
あ
ら
ず
と
の
相
馬
大
膳
亮
の
卑
怯
に
」
と
い
う
部
分
に
注
目

し
て
ほ
し
い
。
相
馬
大
膳
亮
は
大
岡
越
前
守
に
何
事
か
を
糾
問
さ
れ
、
丹
下
左
膳
を

家
臣
で
は
無
い
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
食
満
版
第
四
幕
の
「
将
軍
吉
宗
の
居

間
の
場
」
で
起
き
た
出
来
事
と
同
じ
で
は
な
い
か
。
梶
田
章
『
大
河
内
伝
次
郎
人
と

作
品
・
そ
の
魅
力
の
す
べ
て
』（
平
成
四
年
九
月
三
十
日
発
行
朝
日
ソ
ノ
ラ
マ
）
で

中
者
の
よ
う
な
、
禁
断
の
間
柄
と
し
て
描
い
た
。
林
不
忘
の
原
作
で
、
左
膳
と
弥
生

の
絡
み
が
ほ
ぼ
無
い
だ
け
に
、
意
表
を
突
く
展
開
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

こ
こ
ま
で
食
満
版
、
鳥
江
版
の
丹
下
左
膳
の
最
期
を
見
て
来
た
。
両
脚
本
は
そ
れ

ぞ
れ
異
な
る
方
向
へ
物
語
を
広
げ
芝
居
と
し
て
の
結
末
を
作
り
上
げ
た
が
、
共
通
す

る
部
分
も
存
在
し
た
。
そ
れ
は
原
作
冒
頭
で
林
不
忘
が
張
っ
た
伏
線
の
回
収
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
丹
下
左
膳
の
主
君
と
当
り
矢
お
艶
の
亡
父
和
田
宗
右
衛
門
の
主
君
が
同

一
で
あ
る
と
い
う
伏
線
だ
。
こ
の
伏
線
を
回
収
す
る
と
、
乾
雲
丸
坤
龍
丸
を
相
馬
の

殿
へ
献
上
す
る
の
は
丹
下
左
膳
で
は
な
く
、
お
艶
の
恋
人
諏
訪
栄
三
郎
に
な
る
。
つ

ま
り
、
栄
三
郎
が
和
田
宗
右
衛
門
の
跡
を
継
げ
ば
、
刀
を
手
柄
に
相
馬
へ
帰
参
が
叶

う
と
い
う
筋
が
最
初
か
ら
組
ま
れ
て
い
る
の
だ
。

　

乾
雲
丸
坤
龍
丸
を
栄
三
郎
の
手
柄
に
す
る
為
に
は
、
ど
う
し
て
も
左
膳
を
消
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
食
満
版
、
鳥
江
版
が
丹
下
左
膳
を
死
な
せ
た
の
は
、
物
語
の
筋

と
し
て
妥
当
な
行
い
な
の
で
あ
る
。

五
、
映
画
・
小
説
に
見
ら
れ
る
舞
台
の
影
響

　

舞
台
「
新
版
大
岡
政
談
」
で
は
、
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
二
通
り
の
展
開
が
示
さ

れ
た
。
丹
下
左
膳
の
物
語
が
ど
の
様
な
結
末
を
迎
え
る
の
か
、
原
作
者
に
し
か
解
ら

な
い
そ
の
先
の
展
開
を
、
劇
作
家
た
ち
は
大
胆
に
創
作
し
た
。
ま
た
原
作
者
も
そ
れ

ら
に
つ
い
て
批
判
的
で
は
な
く
、
懐
の
深
さ
を
示
し
た
。

　

で
は
、
本
稿
が
問
題
と
し
て
い
る
伊
藤
大
輔
監
督
の
映
画
「
新
版
大
岡
政
談
解

決
篇
」
で
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
丹
下
左
膳
が
死
ぬ
の
か
、
特
に
食
満
版
の
筋
立

を
思
い
返
し
な
が
ら
見
て
行
き
た
い
。「
新
版
大
岡
政
談 

解
決
篇
」
の
梗
概
は
、
映

画
プ
ロ
グ
ラ
ム
︵
図
1
︶
か
ら
確
認
で
き
る
。

　

梗
概
末
尾
の
「
大
岡
越
前
の
究
問
に
窮
し
て
襲
封
六
万
石
と
我
身
大
事
の
利
欲
か
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膳
の
最
期　
　
　

渡
邉
三
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え
沈
ん
で
お
り
ま
し
た
左
膳
、

「
主
命
に
殉
じ
先
立
ち
逝
き
し
詫
間
よ
、
佐
久
よ
。
又
、
月
輪
の
同
門
よ
。
御

身
た
ち
は
誰
の
た
め
に
働
き
何
の
た
め
に
死
ん
だ
の
だ
っ
た
か
。
御
身
た
ち
の

忠
勤
は
泥
土
に
委
せ
ら
れ
、
そ
の
尽
忠
は
塵じ

ん

芥か
い

だ
に
値
い
せ
ぬ
も
の
と
な
り
果

て
た
。
所
領
安
堵
の
一
念
か
ら
我
が
身
可
愛
の
一
心
か
ら
、
我
等
は
家
臣
に
あ

ら
ず
と
仰
せ
ら
れ
た
。
お
め
で
た
い
ぞ
よ
、
丹
下
左
膳
。
そ
の
主
を
信
じ
、
そ

の
信
を
信
じ
一
命
こ
れ
に
殉
ぜ
ん
と
し
た
貴
様
も
余
っ
程
大
馬
鹿
者
だ
！

（
狂
笑
）
う
む
、
よ
し
！
」

（『
大
河
内
伝
次
郎
人
と
作
品
・
そ
の
魅
力
の
す
べ
て
』
三
二
一
頁
）

と
あ
り
、
下
城
し
て
い
く
相
馬
大
膳
亮
の
駕
籠
を
見
送
る
丹
下
左
膳
の
胸
中
を
語
っ

て
い
る
。
レ
コ
ー
ド
に
は
、
丹
下
左
膳
が
主
君
の
乗
物
に
声
を
掛
け
る
場
面
の
説
明

が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
我
等
は
家
臣
に
あ
ら
ず
と
仰
せ
ら
れ
た
」
と
い
う
台

詞
か
ら
、
こ
の
時
既
に
丹
下
左
膳
は
主
君
と
面
会
し
た
後
で
あ
る
事
が
分
か
る
。
左

膳
は
大
膳
亮
か
ら
馘
首
を
言
い
渡
さ
れ
、
そ
の
理
不
尽
な
言
葉
に
衝
撃
を
受
け
て
、

主
君
の
駕
籠
を
見
送
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
丹
下
左
膳
が
主
君
に
引
導
を
渡
さ
れ
る

こ
の
場
面
が
、
食
満
版
第
四
幕
の
「
城
外
濠
端
の
場
」
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
こ
と

は
最
早
改
め
て
言
う
ま
で
も
無
い
だ
ろ
う
。

　

食
満
版
と
伊
藤
監
督
の
筋
立
て
の
大
き
な
違
い
は
大
膳
亮
の
態
度
で
あ
る
。
食
満

版
で
は
大
膳
亮
が
、
江
戸
城
内
で
の
出
来
事
を
全
て
丹
下
左
膳
に
説
明
し
て
い
る
。

今
後
の
こ
と
に
関
し
て
も
、
状
況
を
理
解
し
た
丹
下
左
膳
の
側
か
ら
主
家
と
の
関
係

を
断
つ
素
振
を
見
せ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
伊
藤
監
督
の
「
解
決
篇
」
で
は
、
身

の
危
険
を
感
じ
た
大
膳
亮
が
、
藪
か
ら
棒
に
丹
下
左
膳
を
馘
首
す
る
の
で
あ
る
。
こ

の
主
君
大
膳
亮
の
横
暴
な
態
度
こ
そ
が
、
そ
の
先
の
展
開
を
食
満
版
と
全
く
異
な
る

筋
に
す
る
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

は
、「
新
版
大
岡
政
談
解
決
篇
」
の
映
画
説
明
レ
コ
ー
）
6
（
ド
を
文
章
化
し
て
い
る
。
そ

こ
か
ら
大
岡
越
前
守
と
相
馬
大
膳
亮
の
や
り
取
り
を
確
認
す
る
。

急
の
お
召
し
に
相
馬
大
膳
亮
は
参
内
し
将
軍
吉
宗
公
の
御
前
。
大
岡
越
前
守
は
、

「
相
馬
公
、
近
時
丹
下
左
膳
な
る
も
の
、
相
馬
公
の
秘
命
と
称
し
て
刀
剣
争
奪

の
禍
乱
を
事
と
し
言
語
道
断
の
行
状
。
も
と
よ
り
相
馬
公
は
か
か
る
不
逞
の
浪

人
輩ば

ら

に
秘
命
を
下
さ
る
る
が
如
き
こ
と
万
々
こ
れ
あ
る
べ
し
と
は
存
じ
ま
せ
ぬ

が

―
」

吉
宗
「
越
前
、
控
え
い
！

思
う
て
も
み
よ
、
か
よ
う
な
事
あ
れ
ば
襲

し
ゆ
う

封ほ
う

相
馬

六
万
石
に
障
り
な
く
て
は
お
さ
ま
ら
ぬ
こ
と
。
相
馬
公
、
か
か
わ
り
合
い
は
ご

ざ
る
ま
い
の

―
」

大
膳
亮
「
は
は
ッ

―
」

吉
宗
「
越
前
、
相
馬
公
は
存
ぜ
ぬ
こ
と
じ
ゃ
」

「
そ
の
儀
、
親
し
く
上
様
の
御
前
に
お
い
て
承
わ
る
上
は
、
越
前
こ
れ
よ
り
大

安
心
を
も
ち
ま
し
て
一
網
打
尽
、
丹
下
左
膳
一
味
の
掃
滅
に
あ
た
り
ま
す
る
」

（『
大
河
内
伝
次
郎
人
と
作
品
・
そ
の
魅
力
の
す
べ
て
』
三
二
〇
頁
〜
三
二
一

頁
）

　

こ
の
よ
う
に
相
馬
大
膳
亮
は
、
将
軍
に
呼
び
出
さ
れ
、
大
岡
越
前
守
の
追
及
を
受

け
て
、
丹
下
左
膳
と
の
関
係
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
、
食
満
版

「
将
軍
吉
宗
の
居
間
の
場
」
と
同
じ
状
況
で
あ
る
。

　

日
活
映
画
「
新
版
大
岡
政
談 

解
決
篇
」
は
、
さ
ら
に
そ
の
帰
り
道
で
の
様
子
も

描
い
た
。
説
明
レ
コ
ー
ド
の
続
き
の
部
分
を
読
む
と
、

ま
も
な
く
下
城
し
て
ゆ
く
相
馬
公
の
駕
籠
。
一
切
を
知
っ
て
悲
痛
に
見
送
り
考
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て
さ
せ
て
殺
す
と
い
う
発
想
自
体
が
舞
台
の
影
響
な
の
で
あ
る
。

　

食
満
版
に
見
ら
れ
る
忠
義
一
途
な
丹
下
左
膳
の
姿
は
、
伊
藤
版
へ
と
引
き
継
が
れ

た
。
反
逆
の
精
神
を
描
か
せ
る
と
右
に
出
る
者
が
い
な
い
と
謳
わ
れ
る
伊
藤
監
督
は
、

こ
の
忠
臣
左
膳
を
い
た
ま
し
い
反
逆
者
に
仕
立
て
る
為
に
相
馬
大
膳
亮
に
手
を
加
え
、

物
語
の
路
線
を
切
り
替
え
た
の
で
あ
る
。
忠
臣
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
主
君
に
捨
て
ら

れ
た
時
の
悲
壮
感
は
一
段
と
際
立
つ
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
伊
藤
監
督
の
脚
色
し
た
丹
下
左
膳
の
最
期
に
は
、
も
う
一
つ
気
に
な
る
場

面
が
存
在
す
る
。
男
装
し
、
小
野
塚
伊
織
と
名
乗
っ
て
左
膳
を
狙
っ
て
い
た
小
野
塚

弥
生
は
、
手
先
に
雇
っ
た
手
裏
剣
の
名
手
山
椒
の
豆
太
郎
に
女
で
あ
る
こ
と
を
看
破

さ
れ
て
襲
わ
れ
る
。
そ
こ
へ
乾
雲
坤
龍
を
手
に
入
れ
た
丹
下
左
膳
が
駆
け
付
け
る
。

説
明
レ
コ
ー
ド
の
該
当
部
位
を
引
用
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

左
膳
の
悲
望
つ
い
に
空
し
か
ら
ず
、
乾
坤
両
刀
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
と
き
、
豆
太
郎
の
無
体
の
恋
慕
に
瀕
死
の
重
傷
を
負
わ
さ
れ
て
倒
れ
て
い

る
弥
生
を
見
ま
し
た
。

「
弥
生
ど
の
！

弥
生
ど
の
！
」

弥
生
は
左
膳
を
父
の
仇
と
見
分
け
る
力
も
な
く
、
哀
れ
は
か
な
く
死
ん
で
ゆ
き

ま
す
。
捕
手
の
人
数
は
増
し
て
く
る
。
左
膳
も
ま
た
最
期
を
知
っ
て
切
腹
し
ま

し
た
。

苦
し
い
息
の
中
か
ら
悲
痛
の
叫
び
が
聞
こ
え
て
く
る
。

「
先
立
ち
逝
き
し
我
等
が
同
志
よ
。
左
膳
も
こ
れ
よ
り
参
り
ま
す
る
ぞ
。
乾
坤

両
刀
を
携
え
て
花
嫁
御
寮
の
手
を
引
い
て

―
」

（
梶
田
章
『
大
河
内
伝
次
郎
人
と
作
品
・
そ
の
魅
力
の
す
べ
て
』
三
二
四
頁
）

　

伊
藤
版
の
左
膳
が
残
す
「
花
嫁
御
寮
の
手
を
引
い
て
」
と
い
う
台
詞
に
は
、
悲
壮

　

映
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
梗
概
の
通
り
、
主
君
の
態
度
に
激
怒
し
た
左
膳
は
、
夜
泣
き

の
刀
奪
取
の
任
で
死
ん
で
い
っ
た
同
輩
の
無
念
を
晴
ら
す
べ
く
、（
刀
剣
奪
取
の
前

任
者
が
居
た
と
い
う
の
は
、
原
作
に
は
無
い
設
定
で
あ
る
。）
命
賭
け
で
乾
雲
丸
坤

龍
丸
を
手
に
入
れ
る
こ
と
を
決
意
す
る
の
で
あ
る
。
が
む
し
ゃ
ら
に
暴
れ
回
り
、
乾

坤
二
刀
を
手
に
入
れ
た
丹
下
左
膳
は
、
捕
方
役
人
の
重
囲
の
中
で
立
ち
腹
を
切
っ
て

自
害
す
る
。
こ
れ
が
、
伊
藤
版
の
丹
下
左
膳
最
期
の
姿
で
あ
る
。

　

こ
の
「
解
決
篇
」
で
の
丹
下
左
膳
の
扱
い
方
こ
そ
が
、
日
活
映
画
「
新
版
大
岡
政

談
」
を
ヒ
ッ
ト
さ
せ
た
要
因
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
藤
井
康
生
「
映
像
の
中
の

芸
能
（
三
十
一
）『
丹
下
左
膳
』」（『
上
方
芸
能
（
一
七
六
号
）』
平
成
二
十
二
年
六

月
十
日
発
行 

上
方
芸
能
編
集
部 

八
十
七
頁
〜
九
十
二
頁
）
で
は
、「
伊
藤
大
輔
の

『
新
版
大
岡
政
談
』
が
成
功
し
た
の
は
、
大
河
内
の
熱
演
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ

の
脚
色
に
要
因
が
あ
っ
た
。 

―
中
略
― 

伊
藤
大
輔
は
自
由
に
脚
色
し
、
左
膳
が
主

君
か
ら
見
捨
て
ら
れ
る
有
名
な
場
面
も
彼
の
創
作
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
映
画
評
論
で
は
、
左
膳
が
主
君
に
裏
切
ら
れ
る
場
面
は
、
伊
藤
大
輔

監
督
の
創
作
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
場
面
の
下
地
に
は
食
満
版

「
将
軍
吉
宗
の
居
間
の
場
」
と
「
城
外
濠
端
の
場
」
が
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

食
満
南
北
の
「
新
版
大
岡
政
談
」
は
大
阪
の
角
座
に
続
き
、
昭
和
三
年
三
月
一
日

か
ら
三
月
十
八
日
に
京
都
座
で
も
上
演
さ
れ
て
い
る
。
大
阪
で
中
々
の
人
気
を
博
し

た
そ
の
芝
居
が
、
京
都
で
掛
っ
た
と
あ
れ
ば
、「
新
版
大
岡
政
談
」
の
製
作
準
備
中

で
あ
っ
た
伊
藤
大
輔
監
督
が
意
識
し
な
い
と
は
考
え
に
く
い
。
伊
藤
監
督
自
身
、
こ

の
映
画
の
打
ち
明
け
話
と
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
次
の
様
に
語
っ
て
い
る
。「
あ
の

原
作
（
林
不
忘
氏
作
）
で
は
、
丹
下
左
膳
は
死
ん
で
い
な
い
。
終
わ
り
は
召
し
捕
ら

れ
て
も
い
な
い
ん
で
す
。
―
中
略
― 

初
め
か
ら
私
は
、
こ
い
つ
、
領
主
に
見
捨
て

さ
せ
て
、
殺
し
て
や
ろ
う
と
考
え
た
」（
伊
藤
大
輔
『
時
代
劇
映
画
の
詩
と
真
実
』

昭
和
五
十
一
年
四
月
十
四
日
発
行 

キ
ネ
マ
旬
報
社 

八
十
三
頁
）
そ
も
そ
も
、
見
捨
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丹
下
左
膳
の
最
期　
　
　

渡
邉
三
希
子

　

原
作
で
は
、
栄
三
郎
宅
を
去
り
ゆ
く
弥
生
が
描
か
れ
た
第
六
十
一
回
（
昭
和
二
年

十
二
月
二
十
四
日
付
夕
刊
三
面
）
か
ら
、
男
装
し
た
彼
女
が
現
れ
る
第
一
二
七
回

（
昭
和
三
年
三
月
十
日
付
夕
刊
三
面
）
ま
で
の
約
二
ヶ
月
半
の
間
、
小
野
塚
弥
生
の

消
息
が
語
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
二
ヶ
月
半
の
間
に
『
新
版
大
岡
政
談
』
は
舞
台
で

上
演
さ
れ
た
。

　

林
不
忘
は
第
一
三
〇
回
（
昭
和
三
年
三
月
十
四
日
付
夕
刊
三
面
）
で
、
空
白
の
二

ヶ
月
半
に
弥
生
の
身
に
何
が
あ
っ
た
の
か
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
こ
で
初
め
て
第
六

十
一
回
の
直
後
に
、
弥
生
が
浅
草
橋
か
ら
神
田
川
へ
身
投
げ
を
図
っ
て
い
た
こ
と
が

明
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
回
は
浪
花
座
興
行
終
了
後
の
掲
載
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
舞
台
の
影
響
を
受
け
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
大
川
と
神
田
川
、
丹

下
左
膳
と
得
印
兼
光
の
違
い
は
あ
る
が
、
栄
三
郎
宅
か
ら
の
帰
り
道
に
弥
生
が
身
投

げ
を
図
り
、
誰
か
に
救
わ
れ
る
と
い
う
構
図
は
鳥
江
版
と
同
じ
で
あ
る
。

　

舞
台
「
新
版
大
岡
政
談
」
は
、
原
作
の
完
結
前
に
興
行
さ
れ
た
。
そ
の
為
に
劇
作

家
た
ち
は
思
い
思
い
の
物
語
を
創
作
し
、
結
果
的
に
そ
れ
が
映
画
化
作
品
に
ま
で
下

地
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
原
作
連
載
中
の
舞
台
化
は
、
本
来
ベ
ー
ス

と
な
る
べ
き
原
作
に
さ
え
も
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
あ
る
の
だ
。

六
、
鳥
江
版
筆
写
本
の
位
置
づ
け

　

三
章
で
触
れ
た
通
り
、
鳥
江
版
の
脚
本
に
は
雑
誌
掲
載
さ
れ
た
活
字
版
の
他
に
、

筆
写
本
が
存
在
す
る
。
そ
の
筆
写
本
は
松
竹
大
谷
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
資

料
請
求
番
号
はK

49T
o67

、
薄
紙
の
原
稿
用
紙
（
柱
部
に
松
竹
マ
ー
ク
と
「
松
竹

合
名
社
」
の
文
字
）
に
カ
ー
ボ
ン
複
写
し
た
も
の
で
、
製
本
は
和
綴
と
な
っ
て
い
る
。

本
紙
は
一
二
三
丁
。
大
き
さ
は
縦
二
十
五
セ
ン
チ
、
横
十
七
セ
ン
チ
。
表
紙
外
題
は
、

感
と
気
迫
と
を
前
面
に
押
し
出
し
続
け
て
来
た
丹
下
左
膳
の
中
の
優
し
さ
が
垣
間
見

え
る
。
解
決
篇
の
最
後
で
、
伊
藤
監
督
は
左
膳
と
弥
生
を
取
り
上
げ
た
。
夜
泣
き
の

刀
を
巡
る
事
件
の
犠
牲
者
で
あ
る
二
人
を
一
緒
に
死
な
せ
る
こ
と
が
、
愁
嘆
場
を
よ

り
哀
切
に
彩
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
死
に
瀕
し
た
弥
生
は
判
断
力
を
失
い
、
少
し
都
合

が
良
す
ぎ
る
と
も
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
時
ば
か
り
は
親
の
敵
左
膳
を
拒
絶
し
な
い
。

『
大
河
内
伝
次
郎
人
と
作
品
・
そ
の
魅
力
の
す
べ
て
』（
一
〇
六
頁
〜
一
〇
七
頁
）
に

は
、
こ
の
場
面
の
断
片
フ
イ
ル
ム
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
左
膳
は
弥
生
に
末
期
の

水
ま
で
与
え
て
い
る
。

　

弥
生
と
左
膳
が
二
人
一
緒
に
死
ん
で
い
く
と
い
う
情
景
は
、
四
章
で
紹
介
し
た
鳥

江
版
「
新
版
大
岡
政
談
」
の
中
に
も
み
ら
れ
る
。
鳥
江
版
で
は
、
弥
生
は
左
膳
の
手

に
よ
っ
て
、
左
膳
は
栄
三
郎
の
手
に
よ
っ
て
斬
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
死
を
待
つ
ば

か
り
の
状
態
と
な
っ
た
丹
下
左
膳
が
「
死し

、
死し

出で

三
途づ

は
一
緒し
よ

で
ご
ざ
る
ぞ
」
と
、

印
象
深
い
台
詞
を
弥
生
に
語
り
か
け
て
い
る
。

　

日
活
映
画
「
新
版
大
岡
政
談 

解
決
篇
」
で
、
伊
藤
監
督
は
ほ
ん
の
少
し
だ
け
、

弥
生
と
左
膳
二
人
き
り
の
場
面
を
設
け
た
。
そ
こ
に
は
鳥
江
版
で
の
二
人
の
姿
が
影

響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
鳥
江
版
脚
本
は
、
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
公
と
な

っ
て
い
た
訳
で
、
伊
藤
監
督
が
手
に
と
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
こ
ま
で
日
活
映
画
「
新
版
大
岡
政
談 

解
決
篇
」
に
見
ら
れ
る
舞
台
の

影
響
を
追
っ
て
き
た
が
、
舞
台
の
要
素
は
林
不
忘
の
原
作
に
も
逆
輸
入
さ
れ
た
恐
れ

が
あ
る
。
そ
れ
は
、
鳥
江
版
に
見
ら
れ
る
弥
生
の
自
殺
未
遂
で
あ
る
。

　

四
章
で
述
べ
た
通
り
、
鳥
江
版
の
弥
生
は
大
川
へ
身
投
げ
を
図
り
丹
下
左
膳
に
救

わ
れ
た
。
一
方
で
、
原
作
『
新
版
大
岡
政
談
』
の
弥
生
は
、
栄
三
郎
宅
か
ら
の
帰
り

道
浅
草
橋
か
ら
神
田
川
へ
身
投
げ
を
図
っ
て
、
刀
鍛
冶
得
印
兼
光
の
一
行
に
救
わ
れ

て
い
る
の
だ
。
兼
光
に
救
わ
れ
た
弥
生
は
男
装
し
小
野
塚
伊
織
と
名
乗
り
、
彼
ら
と

行
動
を
共
に
す
る
の
で
あ
る
。
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〇
一
七
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除
が
見
て
と
れ
る
。『
大
谷
脚
本
』
に
見
ら
れ
る
御
家
人
土
生
仙
之
助
の
役
割
は
、

『
雑
誌
掲
載
版
』
で
は
、
つ
ゞ
み
の
与
吉
の
役
割
の
内
に
統
合
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

『
大
谷
脚
本
』
第
一
幕
の
「
法
恩
寺
前
鈴
川
源
十
郎
屋
敷
の
場
」
で
、
丹
下
左
膳
の

秘
密
を
知
っ
た
為
に
殺
さ
れ
る
雇
婆
お
さ
よ
の
役
割
は
、『
雑
誌
掲
載
版
』
で
は
削

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
役
の
統
合
、
削
除
の
他
に
も
、
台
詞
や
行
動
の
修
正
が

随
所
に
確
認
で
き
る
。
準
備
稿
と
決
定
稿
を
読
み
比
べ
る
こ
と
で
、
脚
色
者
が
ど
の

様
な
点
に
注
意
を
払
い
筋
立
て
を
変
更
し
た
の
か
が
見
え
て
く
る
。
今
後
は
更
に
緻

密
な
比
較
作
業
が
課
題
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
鳥
江
鉄
也
の
脚
本
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
鳥
江
鉄
也
脚
色
の
「
新

版
大
岡
政
談
」
に
は
も
う
一
つ
、「
鈴
川
源
十
郎
最
終
篇
」
と
題
す
る
別
の
作
品
が

存
在
す
る
。
こ
の
「
最
終
篇
」
は
、
関
西
新
派
の
都
築
文
男
一
派
に
よ
っ
て
上
演
さ

れ
た
。（
※
上
演
記
録
は
巻
末
の
「
資
料
二
―
⑤
」《
舞
台
上
演
記
録
》【
都
築
〜
】

の
項
を
参
照
。）
大
阪
毎
日
新
聞
（
昭
和
三
年
五
月
十
二
日
付
夕
刊
二
面
）
掲
載
の

天
満
八
千
代
座
の
広
告
に
は
、「
鳥
江
鉄
也
氏
新
脚
色
」
の
文
言
が
み
て
と
れ
る
。

原
作
の
進
行
に
伴
い
、
改
め
て
脚
色
を
し
直
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
国
立
劇
場
所
蔵

の
絵
入
番
付
（
昭
和
三
年
五
月
二
十
三
日
初
日 

京
都
座
）
に
よ
る
と
「
鈴
川
源
十

郎
最
終
篇
」
の
場
割
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
﹇
場
割
﹈

第
一
幕
（
一
）
大
岡
越
前
守
役
宅
奥
庭

（
二
）
同
家　

門
外

（
三
）
本
所
鈴
川
源
十
郎
屋
敷

（
四
）
法
恩
寺
橋
の
橋
畔

第
二
幕
（
一
）
小
金
井
橋
の
茶
屋

（
二
）
二
本
松
旅
人
宿
柳
屋

（
三
）
奥
州
中
村
城
相
馬
大
膳
亮
居
間

『
旧
劇 

大
岡
政
談 

二
幕
五
場
』
と
あ
る
。
奥
付
は
な
く
、
製
作
者
及
び
筆
写
時
期

な
ど
不
明
で
あ
る
。（
※
以
降
、
大
谷
図
書
館
所
蔵
の
筆
写
本
を
『
大
谷
脚
本
』、
雑

誌
『
道
頓
堀
』
掲
載
脚
本
を
『
雑
誌
掲
載
版
』
と
表
記
す
る
。）

　

大
谷
図
書
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
、
こ
の
脚
本
の
位
置
づ
け
を
「
昭
和
三
年
二

月
浪
花
座
上
演
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
浪
花
座
「
新
版
大
岡
政
談
」
の
上
演
脚

本
で
あ
る
『
雑
誌
掲
載
版
』
と
読
み
比
べ
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
二
つ
の
脚
本
に
は
違

い
が
存
在
し
た
。『
大
谷
脚
本
』
と
『
雑
誌
掲
載
版
』
と
で
、
役
名
が
付
く
登
場
人

物
の
人
数
を
数
え
る
と
『
大
谷
脚
本
』
は
十
二
名
、『
雑
誌
掲
載
版
』
は
十
名
な
の

で
あ
る
。『
大
谷
脚
本
』
の
み
に
み
ら
れ
る
「
御
家
人
土
生
仙
之
助
」
と
「
鈴
川
の

雇
婆
お
さ
よ
」
の
役
名
は
、
昭
和
三
年
二
月
浪
花
座
興
行
筋
書
（
早
稲
田
大
学
演
劇

博
物
館
所
蔵
）
を
確
認
し
て
も
見
あ
た
ら
な
い
。
こ
の
二
人
は
浪
花
座
上
演
時
に
は

登
場
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
『
大
谷
脚
本
』
は
、
浪
花
座
の
上
演
脚
本
で

は
無
い
と
い
え
る
。

　

鳥
江
版
「
新
版
大
岡
政
談
」
は
東
京
で
も
上
演
さ
れ
て
い
る
為
、『
大
谷
脚
本
』

が
東
京
上
演
時
の
脚
本
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
た
。
し
か
し
、
あ
る
理
由
か
ら
そ
う

で
無
い
と
い
え
る
。
昭
和
三
年
七
月
三
日
初
日
の
浅
草
公
園
昭
和
座
興
行
、
昭
和
四

年
一
月
十
四
日
初
日
の
本
所
緑
町
寿
座
興
行
に
つ
い
て
、
国
立
劇
場
所
蔵
の
当
該
筋

書
を
確
認
し
た
。
す
る
と
、
昭
和
座
、
寿
座
の
上
演
時
に
は
初
演
時
と
異
な
る
場
が

増
設
さ
れ
、
全
六
場
に
再
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
具
体
的
に
は
浪
花

座
上
演
時
の
第
一
幕
第
一
場
に
当
た
る
「
法
恩
寺
前
鈴
川
源
十
郎
屋
敷
の
場
」
の
前

に
、「
小
野
塚
鉄
斎
道
場
の
場
」
が
加
わ
っ
て
い
る
。「
小
野
塚
鉄
斎
道
場
の
場
」
が

存
在
し
な
い
『
大
谷
脚
本
』
は
、
東
京
で
の
上
演
時
に
使
用
さ
れ
た
脚
本
で
は
無
い

と
言
い
切
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
本
稿
は
、『
大
谷
脚
本
』
が

『
雑
誌
掲
載
版
』
の
準
備
段
階
の
稿
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
『
大
谷
脚
本
』
と
『
雑
誌
掲
載
版
』
と
を
比
較
す
る
と
、
登
場
人
物
の
統
合
や
削
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ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
『
新
版
大
岡
政
談
』
の
舞
台
化
は
、
後
に
続
く
映
画
化
作
品
に
脚
色
の
指
針
を
示

す
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
。
ど
こ
ま
で
原
作
に
従
い
、
ど
こ
ま
で
潤
色
が
許
容
さ
れ

る
の
か
を
舞
台
が
前
例
と
な
り
、
大
胆
な
創
作
で
示
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
舞
台
作

は
映
画
化
作
品
に
影
響
を
与
え
た
だ
け
で
は
な
く
、
原
作
に
さ
え
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
与
え
た
可
能
性
が
あ
る
の
だ
。

　

今
後
は
六
章
に
示
し
た
通
り
、
鳥
江
版
の
脚
本
二
種
の
比
較
研
究
と
、
鳥
江
鉄
也

脚
色
と
さ
れ
る
「
鈴
川
源
十
郎
最
終
篇
」
の
調
査
が
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

︽
資
料
篇
︾

︵
一
︶﹃
新
版
大
岡
政
談
﹄
人
物
相
関
図
︵﹁
図
2
﹂
参
照
︶

︵
二
︶
連
続
時
代
劇
の
原
作
情
報
及
び
舞
台
上
演
記
録

※
原
作
連
載
中
、
な
い
し
は
連
載
後
直
ぐ
に
製
作
さ
れ
た
映
画
化
作
品
、
舞
台
化

作
品
の
み
を
拾
い
出
し
た
。
調
査
対
象
は
大
阪
、
京
都
、
神
戸
、
東
京
の
四
つ

の
地
域
と
し
た
。
ま
た
、
舞
台
化
情
報
に
関
し
て
は
現
段
階
で
の
調
査
結
果
で

あ
る
。

①
修
羅
八
荒
︵
し
ゆ
ら
は
つ
く
わ
う
︶

【
原
作
者
】
行
友
李
風
作
・
伊
藤
彦
造
画

【
正
式
題
名
】
大
阪
朝
日
『
修
羅
八
荒
』・
東
京
朝
日
『
新
講
談 

修
羅
八
荒
』（
全

二
五
〇
回
）

【
連
載
紙
】
大
阪
朝
日
新
聞
（
夕
刊
）・
東
京
朝
日
新
聞
（
夕
刊
）

【
連
載
期
間
】
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
十
月
二
十
七
日
付
〜
大
正
十
五
年

（
一
九
二
六
）
八
月
十
三
日
付

（
四
）
常
陸
国
鞍
川
の
渓
流

第
三
幕
（
一
）
深
川
富
岡
八
幡
宮
の
境
内

（
二
）
深
川
料
亭
松
本
の
二
階

（
三
）
八
幡
宮
社
殿
の
裏
側

こ
れ
だ
け
を
見
て
も
、
浪
花
座
上
演
時
の
鳥
江
版
と
は
ま
っ
た
く
趣
の
違
う
、
ま
さ

に
「
新
脚
色
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。「
最
終
篇
」
を
名
乗
っ
て
は
い
る
が
、
浪

花
座
で
上
演
し
た
二
幕
五
場
の
作
品
と
は
関
連
性
が
無
い
よ
う
だ
。

　

さ
ら
に
、
京
都
座
番
付
に
は
興
味
深
い
記
述
が
あ
る
。
絵
入
の
芝
居
番
付
な
の
で
、

中
央
に
芝
居
の
印
象
的
な
場
面
の
絵
、
下
部
に
登
場
人
物
名
な
ど
の
詳
細
情
報
が
列

記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
中
央
の
絵
に
書
き
添
え
ら
れ
た
脚
色
者
の
名
前
と
、

番
付
下
部
の
登
場
人
物
欄
に
、
記
さ
れ
た
脚
色
者
の
名
前
が
異
な
る
の
だ
。
絵
の
脇

に
は
「
鳥
江
鉄
也
氏
脚
色
」
と
あ
る
が
、
登
場
人
物
欄
の
脇
に
は
「
深
草
露
二
氏
脚

色
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
芝
居
は
果
た
し
て
、
鳥
江
鉄
也
の
脚
色
で
あ
る
の
か
、

そ
れ
と
も
深
草
露
二
と
い
う
人
物
に
よ
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
も
し
く
は
共
作
で
あ

る
の
か
、
現
段
階
で
は
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
。「
鈴
川
源
十
郎
最
終
篇
」
に
関
し
て

は
更
な
る
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

七
、
お
わ
り
に

　

本
稿
は
丹
下
左
膳
の
「
最
期
」
に
着
目
し
、
舞
台
「
新
版
大
岡
政
談
」
が
、
映
画

「
新
版
大
岡
政
談
」
に
与
え
た
影
響
を
考
察
し
て
き
た
。
舞
台
「
新
版
大
岡
政
談
」

は
原
作
連
載
中
の
舞
台
化
で
あ
っ
た
た
め
、
物
語
の
結
末
、
左
膳
の
そ
の
後
は
劇
作

家
た
ち
の
手
に
委
ね
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
の
が
食
満
版
と
鳥
江
版
、
二

通
り
の
展
開
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
『
新
版
大
岡
政
談
』
が
映
画
化
さ
れ
た
際
、
日
活

映
画
「
新
版
大
岡
政
談 

解
決
篇
」
に
、
食
満
版
の
四
幕
目
が
ベ
ー
ス
と
し
て
用
い
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学
部
・
日
本
文
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学
科
】
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五
号　

二
〇
一
七
年

《
映
画
封
切
日
》
※
1

【
松
竹
キ
ネ
マ
】
第
一
篇　

大
正
十
五
年
二
月
十
四
日
（
浅
草
松
竹
館
）

【
松
竹
キ
ネ
マ
】
第
二
・
三
篇　

大
正
十
五
年
四
月
一
日
（
浅
草
松
竹
館
）

【
松
竹
キ
ネ
マ
】
終
篇　

大
正
十
五
年
八
月
八
日
（
帝
京
座
）

【
日
活
】
第
一
篇　

大
正
十
五
年
二
月
十
四
日
（
浅
草
富
士
館
）

【
日
活
】
第
二
篇　

大
正
十
五
年
二
月
二
十
四
日
（
浅
草
富
士
館
）

【
日
活
】
第
三
篇　

大
正
十
五
年
四
月
十
五
日
（
大
阪
常
盤
座
）

【
日
活
】
第
四
篇　

大
正
十
五
年
六
月
八
日
（
浅
草
富
士
館
）

【
日
活
】
第
五
篇　

大
正
十
五
年
七
月
三
十
日
（
浅
草
富
士
館
）

【
日
活
】
終
篇 

大
正
十
五
年
八
月
二
十
九
日
（
浅
草
富
士
館
）

【
マ
キ
ノ
プ
ロ
】
第
一
篇　

大
正
十
五
年
二
月
十
五
日
（
京
都
マ
キ
ノ
キ
ネ
マ
）

【
マ
キ
ノ
プ
ロ
】
第
二
篇　

大
正
十
五
年
二
月
二
十
八
日
（
京
都
マ
キ
ノ
キ
ネ
マ
）

【
マ
キ
ノ
プ
ロ
】
第
三
篇　

大
正
十
五
年
四
月
二
十
一
日
（
京
都
マ
キ
ノ
キ
ネ
マ
）

【
マ
キ
ノ
プ
ロ
】
解
決
篇　

大
正
十
五
年
八
月
三
十
一
日
（
京
都
マ
キ
ノ
キ
ネ
マ
）

《
舞
台
上
演
記
録
》

【
新
声
劇
】
浪
花
座
「
第
一
篇
修
羅
八
荒
京
・
大
阪
の
巻
（
五
幕
十
一
場
）」

大
正
十
五
年
四
月
一
日
〜
四
月
十
五
日
※
2

【
新
声
劇
】
浪
花
座
「
第
二
篇
修
羅
八
荒
江
戸
の
巻
（
五
幕
九
場
）」

大
正
十
五
年
四
月
十
八
日
〜
四
月
二
十
七
日
※
2

【
新
声
劇
】
浪
花
座
「
第
三
篇
修
羅
八
荒
武
蔵
野
の
巻
（
五
幕
九
場
）」

大
正
十
五
年
五
月
一
日
〜
五
月
十
日
※
2

【
新
声
劇
】
神
戸
松
竹
劇
場
「
前
篇　

修
羅
八
荒
」

大
正
十
五
年
五
月
二
十
九
日
〜
六
月
六
日
※
3

【
新
声
劇
】
神
戸
松
竹
劇
場
「
後
篇　

修
羅
八
荒
」

大
正
十
五
年
六
月
八
日
〜
六
月
十
四
日
※
3
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左
膳
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最
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渡
邉
三
希
子

《
舞
台
上
演
記
録
》

【
同
志
劇
一
派
】
夷
谷
座
「
情
炎
秘
史 

孔
雀
の
光
（
五
幕
七
場
）」

大
正
十
五
年
四
月
一
日
〜
四
月
八
日
※
4

【
歌
舞
伎
】
松
島
八
千
代
座
（
嵐
徳
三
郎
・
嵐
和
歌
太
夫
等
）

「
前
編　

孔
雀
の
光
（
幕
な
し
十
三
場
）」

大
正
十
五
年
四
月
二
十
九
日
初
日
※
2

【
新
旧
合
同
劇
】
角
座
（
阪
東
寿
三
郎
・
藤
村
秀
夫
・
浅
尾
大
吉
・
花
柳
章
太
郎
等
）

「
情
炎
秘
史　

孔
雀
の
光
（
五
幕
）」
大
正
十
五
年
五
月
三
日
〜

五
月
十
六
日
※
2

【
新
旧
合
同
劇
】
神
戸
松
竹
劇
場
（
阪
東
寿
三
郎
・
藤
村
秀
夫
・
浅
尾
大
吉
・

花
柳
章
太
郎
等
）

「
孔
雀
の
光
（
五
幕
）」
大
正
十
五
年
六
月
二
十
日
（
※
7
）
〜

六
月
二
十
七
日
（
※
8
）

③
鳴
門
秘
帖
︵
な
る
と
ひ
で
う
︶

【
原
作
者
】
吉
川
英
治
作
・
岩
田
専
太
郎
画

【
正
式
題
名
】『
鳴
門
秘
帖
』（
全
三
五
四
回
）

【
連
載
紙
】
大
阪
毎
日
新
聞
（
夕
刊
）

【
連
載
期
間
】
大
正
十
五
年
八
月
十
一
日
付
〜
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）

十
月
十
四
日
付

《
映
画
封
切
日
》
※
1

【
日
活
】
第
一
篇　

大
正
十
五
年
十
月
三
十
一
日
（
大
阪
常
盤
座
）

【
日
活
】
第
二
篇　

大
正
十
五
年
十
二
月
二
日
（
京
都
帝
国
館
）

【
日
活
】
第
三
篇　

昭
和
二
年
二
月
九
日
（
大
阪
常
盤
座
）

【
日
活
】
第
四
篇　

昭
和
二
年
五
月
二
十
七
日
（
大
阪
常
盤
座
）

【
新
声
劇
】
京
都
座
「
前
編
修
羅
八
荒
京
・
大
阪
の
巻
（
五
幕
十
場
）」

大
正
十
五
年
六
月
十
八
日
〜
六
月
二
十
八
日
※
4

【
新
声
劇
】
京
都
座
「
後
篇
修
羅
八
荒
江
戸
の
巻
（
五
幕
十
場
）」

大
正
十
五
年
六
月
三
十
日
〜
七
月
十
一
日
※
4

【
新
声
劇
】
浅
草
公
園
松
竹
座
「
修
羅
八
荒
京
阪
の
巻
（
五
幕
十
場
）」

大
正
十
五
年
七
月
三
十
日
初
日
※
5

②
孔
雀
の
光
︵
く
じ
や
く
の
ひ
か
り
︶

【
原
作
者
】
前
田
曙
山
作
・
金
森
観
陽
画

【
正
式
題
名
】『
情
炎
秘
史 

孔
雀
の
光
』（
全
二
一
〇
回
）

【
連
載
紙
】
大
阪
毎
日
新
聞
（
夕
刊
）

【
連
載
期
間
】
大
正
十
四
年
十
二
月
十
日
付
〜
大
正
十
五
年
八
月
十
日
付

《
映
画
封
切
日
》
※
1

【
帝
国
キ
ネ
マ
】
第
一
篇　

大
正
十
五
年
二
月
十
四
日
（
大
阪
芦
辺
劇
場
）

【
帝
国
キ
ネ
マ
】
第
二
篇　

大
正
十
五
年
三
月
十
四
日
（
大
阪
芦
辺
劇
場
）

【
帝
国
キ
ネ
マ
】
第
三
篇　

大
正
十
五
年
三
月
二
十
八
日
（
大
阪
芦
辺
劇
場
）

【
帝
国
キ
ネ
マ
】
終
篇　

大
正
十
五
年
八
月
十
九
日
（
大
阪
芦
辺
劇
場
）

【
マ
キ
ノ
プ
ロ
】
第
一
篇　

大
正
十
五
年
二
月
二
十
一
日
（
京
都
マ
キ
ノ
キ
ネ
マ
）

【
マ
キ
ノ
プ
ロ
】
第
二
篇　

大
正
十
五
年
三
月
十
四
日
（
京
都
マ
キ
ノ
キ
ネ
マ
）

【
マ
キ
ノ
プ
ロ
】
第
三
篇　

大
正
十
五
年
四
月
二
十
九
日
（
京
都
マ
キ
ノ
キ
ネ
マ
）

【
日
活
】
第
一
篇　

大
正
十
五
年
三
月
五
日
（
大
阪
常
盤
座
）

【
日
活
】
第
二
篇　

大
正
十
五
年
三
月
二
十
日
（
浅
草
富
士
館
）

【
松
竹
キ
ネ
マ
】
第
一
・
二
篇　

大
正
十
五
年
三
月
六
日
（
浅
草
松
竹
館
）
※
6

【
松
竹
キ
ネ
マ
】
第
三
・
四
・
五
篇　

大
正
十
五
年
四
月
三
十
日
（
浅
草
松
竹
館
）

【
松
竹
キ
ネ
マ
】
第
六
篇　

大
正
十
五
年
五
月
十
四
日
（
浅
草
松
竹
館
）
※
6
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
五
号　

二
〇
一
七
年

大
正
十
五
年
十
一
月
十
一
日
初
日
※
2

【
明
石
潮
一
座
】
浅
草
公
園
常
盤
座
「
鳴
門
秘
帖
（
全
十
二
場
）」

昭
和
元
年
（
一
九
二
六
）
十
二
月
三
十
一
日
初
日
※
9

④
砂
絵
呪
縛
︵
す
な
ゑ
し
ば
り
︶

【
原
作
者
】
土
師
清
二
作
・
富
田
千
秋
画

【
正
式
題
名
】
大
阪
朝
日
『
砂
絵
呪
縛
』・

東
京
朝
日
『
長
篇
砂
絵
呪
縛
』（
全
一
七
五
回
）

【
連
載
紙
】
大
阪
朝
日
新
聞
（
夕
刊
）、
東
京
朝
日
新
聞
（
夕
刊
）

【
連
載
期
間
】
昭
和
二
年
六
月
十
一
日
付
〜
十
二
月
三
十
日
付
（
大
朝
）、
六
月
十

日
付
〜
十
二
月
三
十
一
日
付
（
東
朝
）

《
映
画
封
切
日
》
※
1

【
日
活
】
第
一
篇　

昭
和
二
年
九
月
八
日
（
観
音
劇
場
）

【
日
活
】
第
二
篇　

昭
和
二
年
十
一
月
三
日
（
観
音
劇
場
）

【
日
活
】
終
篇　

昭
和
二
年
十
二
月
十
五
日
（
大
阪
常
盤
座
）

【
マ
キ
ノ
プ
ロ
】
第
一
篇　

昭
和
二
年
九
月
八
日
（
浅
草
千
代
田
館
）

【
マ
キ
ノ
プ
ロ
】
第
二
篇　

昭
和
二
年
十
一
月
三
日
（
浅
草
千
代
田
館
）

【
マ
キ
ノ
プ
ロ
】
終
篇　

昭
和
二
年
十
二
月
十
五
日
（
浅
草
千
代
田
館
）

【
東
亜
キ
ネ
マ
】
第
一
篇　

昭
和
二
年
九
月
八
日
（
大
阪
パ
ー
ク
劇
場
）

【
東
亜
キ
ネ
マ
】
第
二
篇　

昭
和
二
年
十
一
月
四
日
（
大
阪
パ
ー
ク
劇
場
）

【
東
亜
キ
ネ
マ
】
終
篇　

昭
和
二
年
十
二
月
十
五
日
（
大
阪
繁
栄
座
）

【
阪
妻
プ
ロ
】
第
一
篇　

昭
和
二
年
九
月
八
日
（
電
気
館
）

【
阪
妻
プ
ロ
】
第
二
篇　

昭
和
二
年
十
一
月
三
日
（
電
気
館
）

【
阪
妻
プ
ロ
】
終
篇　

昭
和
二
年
十
二
月
十
五
日
（
電
気
館
）

《
舞
台
上
演
記
録
》

【
日
活
】
第
五
篇　

昭
和
二
年
六
月
三
日
（
大
阪
常
盤
座
）

【
日
活
】
第
六
篇　

昭
和
二
年
八
月
五
日
（
大
阪
常
盤
座
）

【
日
活
】
最
終
篇　

昭
和
二
年
九
月
十
五
日
（
大
阪
常
盤
座
）

【
マ
キ
ノ
プ
ロ
】
第
一
篇　

大
正
十
五
年
十
一
月
七
日
（
京
都
マ
キ
ノ
キ
ネ
マ
）

【
マ
キ
ノ
プ
ロ
】
第
二
篇　

大
正
十
五
年
十
一
月
二
十
一
日
（
浅
草
千
代
田
館
）

【
マ
キ
ノ
プ
ロ
】
第
三
篇　

昭
和
二
年
二
月
六
日
（
浅
草
千
代
田
館
）

【
マ
キ
ノ
プ
ロ
】
第
四
篇　

昭
和
二
年
五
月
二
十
七
日
（
浅
草
千
代
田
館
）

【
マ
キ
ノ
プ
ロ
】
第
五
篇　

昭
和
二
年
六
月
三
日
（
浅
草
千
代
田
館
）

【
マ
キ
ノ
プ
ロ
】
第
六
篇　

昭
和
二
年
七
月
十
四
日
（
浅
草
千
代
田
館
）

【
マ
キ
ノ
プ
ロ
】
最
終
篇　

昭
和
二
年
九
月
十
五
日
（
浅
草
千
代
田
館
）

【
東
亜
キ
ネ
マ
】
第
一
篇　

大
正
十
五
年
十
一
月
十
一
日
（
大
阪
パ
ー
ク
劇
場
）

【
東
亜
キ
ネ
マ
】
第
二
篇　

大
正
十
五
年
十
二
月
一
日
（
京
都
富
士
館
）

【
東
亜
キ
ネ
マ
】
第
三
篇　

昭
和
二
年
二
月
九
日
（
大
阪
パ
ー
ク
劇
場
）

【
東
亜
キ
ネ
マ
】
第
四
篇　

昭
和
二
年
四
月
二
十
九
日
（
大
阪
パ
ー
ク
劇
場
）

【
東
亜
キ
ネ
マ
】
第
五
篇　

昭
和
二
年
六
月
一
日
（
大
阪
パ
ー
ク
劇
場
）

【
東
亜
キ
ネ
マ
】
第
六
篇　

昭
和
二
年
七
月
三
十
一
日
（
大
阪
パ
ー
ク
劇
場
）

【
東
亜
キ
ネ
マ
】
最
終
篇　

昭
和
二
年
十
月
二
十
七
日
（
大
阪
パ
ー
ク
劇
場
）

《
舞
台
上
演
記
録
》

【
あ
か
つ
き
座
】
松
島
八
千
代
座
「
鳴
門
秘
帖
（
前
篇
八
場
）」

大
正
十
五
年
九
月
二
十
七
日
〜
十
月
七
日
※
2

【
新
声
劇
】
浪
花
座
「
鳴
門
秘
帖
（
五
幕
十
場
）」

大
正
十
五
年
十
月
三
十
日
〜
十
一
月
十
六
日
※
2

【
新
潮
座
】
京
都
座
「
鳴
門
秘
帖
（
全
五
幕
十
二
場
）」

大
正
十
五
年
十
月
三
十
一
日
〜
十
一
月
十
五
日
※
4

【
あ
か
つ
き
座
】
天
満
八
千
代
座
「
鳴
門
秘
帖
（
五
場
）」
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丹
下
左
膳
の
最
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渡
邉
三
希
子

《
舞
台
上
演
記
録
》

【
新
声
劇
】
角
座
「
新
版
大
岡
政
談 

鈴
川
源
十
郎
の
巻
（
五
幕
十
三
場
）」

昭
和
三
年
二
月
一
日
〜
二
月
二
十
日
※
13

【
歌
舞
伎
】
浪
花
座
（
片
岡
我
童
・
阪
東
寿
三
郎
・
中
村
福
助
等
）

「
大
岡
政
談
鈴
川
源
十
郎
の
巻
（
二
幕
）」

昭
和
三
年
二
月
三
日
〜
二
月
二
十
四
日
※
13

【
新
声
劇
】
京
都
座
「
新
版
大
岡
政
談
鈴
川
源
十
郎
の
巻
（
全
五
幕
十
三
場
）」

昭
和
三
年
三
月
一
日
〜
三
月
十
八
日
※
4

【
新
声
劇
】
神
戸
八
千
代
座
「
大
岡
政
談
の
内
鈴
川
源
十
郎
の
巻
（
五
幕
十
三
場
）」

昭
和
三
年
四
月
一
日
（
※
14
）
〜
四
月
八
日
（
※
15
）

【
都
築
文
男
一
派
】
天
満
八
千
代
座

「
続
新
版
大
岡
政
談
鈴
川
源
十
郎
最
終
篇
（
十
一
場
）」

昭
和
三
年
五
月
十
二
日
初
日
※
16

【
都
築
文
男
一
派
】
京
都
座
「
新
版
大
岡
政
談 

鈴
川
源
十
郎
最
終
篇

（
全
三
幕
十
一
場
）」

昭
和
三
年
五
月
二
十
三
日
〜
五
月
三
十
日
※
4

【
尾
上
多
見
太
郎
・
酒
井
淳
之
助
・
大
谷
友
三
郎
合
同
劇
】

 

浅
草
公
園
昭
和
座
「
大
岡
政
談
鈴
川
源
十
郎
の
巻
（
六
場
）」

昭
和
三
年
七
月
三
日
（
※
17
）
〜
七
月
十
三
日
（
※
18
）

【
歌
舞
伎
】
本
所
緑
町
寿
座
（
坂
東
大
吉
・
市
川
鶴
之
輔
・
市
川
新
之
助
等
）

「
新
版
大
岡
政
談
丹
下
左
膳
（
六
場
）」

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
一
月
十
四
日
（
※
19
）
〜

一
月
二
十
五
日
（
※
20
）

︽
典
拠
︾※

1 
封
切
情
報
は
一
部
を
除
き
『
キ
ネ
マ
旬
報
』
各
号
の
「
各
地
主
要
常
設

【
新
派
劇
】
浅
草
公
園
劇
場
（
河
合
武
雄
・
喜
多
村
緑
郎
・
伊
井
蓉
峰
大
合
同
）

「
初
篇
砂
絵
呪
縛
（
無
幕
五
場
）」
昭
和
二
年
十
月
一
日
初
日
※
10

【
松
竹
新
劇
団
】
浅
草
松
竹
座
「
砂
絵
呪
縛
（
三
幕
）」

昭
和
二
年
十
月
一
日
初
日
※
11

【
松
竹
新
劇
団
】
浅
草
松
竹
座
「
続
篇
砂
絵
呪
縛
（
四
幕
）」

昭
和
二
年
十
月
十
五
日
初
日
※
12

【
新
派
劇
】
浪
花
座
（
河
合
武
雄
・
喜
多
村
緑
郎
・
伊
井
蓉
峰
大
合
同
）

「
初
編
砂
絵
呪
縛
（
五
場
）」

昭
和
二
年
十
一
月
一
日
〜
十
一
月
二
十
六
日
※
2

⑤
新
版
大
岡
政
談
︵
し
ん
ぱ
ん
お
ほ
を
か
せ
い
だ
ん
︶

【
原
作
者
】
林
不
忘
作
・
小
田
富
弥
画

【
正
式
題
名
】『
新
版
大
岡
政
談
鈴
川
源
十
郎
』（
全
一
九
七
回
）

【
連
載
紙
】
大
阪
毎
日
新
聞
（
夕
刊
）

【
連
載
期
間
】
昭
和
二
年
十
月
十
五
日
付
〜
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）

五
月
三
十
一
日
付

《
映
画
封
切
日
》
※
1

【
東
亜
キ
ネ
マ
】
第
一
篇　

昭
和
三
年
五
月
六
日
（
大
阪
パ
ー
ク
劇
場
）

【
東
亜
キ
ネ
マ
】
第
二
・
三
篇　

昭
和
三
年
五
月
三
十
一
日
（
大
阪
パ
ー
ク
劇
場
）

【
東
亜
キ
ネ
マ
】
終
篇　

昭
和
三
年
七
月
十
四
日
（
大
阪
パ
ー
ク
劇
場
）

【
マ
キ
ノ
プ
ロ
】
前
篇　

昭
和
三
年
五
月
六
日
（
京
都
マ
キ
ノ
キ
ネ
マ
）

【
マ
キ
ノ
プ
ロ
】
中
篇　

昭
和
三
年
五
月
十
三
日
（
京
都
マ
キ
ノ
キ
ネ
マ
）

【
日
活
】
第
一
篇　

昭
和
三
年
五
月
三
十
一
日
（
浅
草
富
士
館
）

【
日
活
】
第
二
篇　

昭
和
三
年
六
月
八
日
（
浅
草
富
士
館
）

【
日
活
】
解
決
篇　

昭
和
三
年
八
月
十
七
日
（
浅
草
富
士
館
）



表
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資
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︶﹃
新
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岡
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年
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種

別

原

作

原

作

舞

台

出

版

舞

台

舞

台

舞

台

映

画

舞

台

映

画

映

画

映

画

原

作

映

画

原

作

舞

台

映

画

映

画

舞

台

舞

台

映

画

映

画

映

画

映

画

映

画

映

画

映

画

映

画

映

画

舞

台

映

画

映

画

映

画

舞

台

映

画

映

画

舞

台

原

作

映

画

映

画

映

画

映

画

映

画

映

画

映

画

映

画

舞

台

映

画

映

画

舞

台

映

画

映

画

映

画

映

画

舞

台

舞

台

種

別
（

詳

細
）

大

阪

毎

日

新

聞

大

阪

毎

日

新

聞

新
声
劇

『

道

頓

堀

』

（

第

三

年

第

十

七

集

）

関

西

歌

舞

伎

新
声
劇

関

西

歌

舞

伎

東
亜
映
画

新
声
劇

マ
キ
ノ
プ
ロ

日
活
映
画

東
亜
映
画

大

阪

毎

日

新

聞

マ
キ
ノ
プ
ロ

大

阪

毎

日

新

聞

新
声
劇

日
活
映
画

マ
キ
ノ
プ
ロ

新
声
劇

新
声
劇

日
活
映
画

東
亜
映
画

東
亜
映
画

日
活
映
画

日
活
映
画

マ
キ
ノ
プ
ロ

東
亜
映
画

マ
キ
ノ
プ
ロ

日
活
映
画

都
築
一
派

マ
キ
ノ
プ
ロ

日
活
映
画

マ
キ
ノ
プ
ロ

都
築
一
派

東
亜
映
画

月
形
プ
ロ

都
築
一
派

大

阪

毎

日

新

聞

日
活
映
画

日
活
映
画

東
亜
映
画

日
活
映
画

月
形
プ
ロ

日
活
映
画

日
活
映
画

東
亜
映
画

合
同
劇

日
活
映
画

東
亜
映
画

合
同
劇

東
亜
映
画

日
活
映
画

日
活
映
画

日
活
映
画

歌
舞
伎

歌
舞
伎

内

　

　

　

　

　

　

　

　

　

容

『

新

版

大

岡

政

談

鈴

川

源

十

郎
』

連

載

開

始
（

第

一

回
）

諏

訪

栄

三

郎

宅

を

去

り

ゆ

く

小

野

塚

弥

生

の

描

写
。

（

第

六

十

一

回
）

食

満

南

北

脚

色
「

新

版

大

岡

政

談

 

鈴

川

源

十

郎

の

巻
（

五

幕

十

三

場
）

」

角

座

興

行

初

日

鳥

江

鉄

也

脚

色
「

新

版

大

岡

政

談
」

浪

花

座

上

演

脚

本

掲

載

鳥

江

鉄

也

脚

色
「

大

岡

政

談

 

鈴

川

源

十

郎

の

巻
（

二

幕
）

」

浪

花

座

興

行

初

日食

満

南

北

脚

色
「

新

版

大

岡

政

談

 

鈴

川

源

十

郎

の

巻
（

五

幕

十

三

場
）

」

角

座

興

行

最

終

日

鳥

江

鉄

也

脚

色
「

大

岡

政

談

 

鈴

川

源

十

郎

の

巻
（

二

幕
）

」

浪

花

座

興

行

最

終

日

広

瀬

五

郎

氏

は

竹

井

諒

氏

脚

色

の
「

新

版

大

岡

政

談
」

（

※

以

下
「

新

・

大
」

と

表

記
）

の

監

督

を

近

日

開

始

す

る

は

ず
。

（

2

8

9
）

食

満

南

北

脚

色
「

新

版

大

岡

政

談

 

鈴

川

源

十

郎

の

巻
（

五

幕

十

三

場
）

」

京

都

座

興

行

初

日

二

川

文

太

郎

氏

は

近

日
「

新

・

大
」

の

監

督

に

着

手

す

る

か

も

し

れ

な

い
。

（

2

8

9
）

伊

藤

大

輔

氏
、

次

回

作

未

確

定

だ

が
、

「

新

・

大
」

を

大

河

内

主

演

で

製

作

す

る

は

ず
。

（

2

9

0
）

広

瀬

五

郎

氏

は
「

新

・

大
」

を

昼

夜

兼

行

で

撮

影

中
。

（

2

9

0
）

弥

生
、

第

六

十

一
回

以

来

の

登

場
。

(

第

一

二

七

回

)

二

川

文

太

郎

氏

は
、

山

上

伊

太

郎

氏

脚

色

の
「

新

・

大
」

を

監

督

す

る

こ

と

が

決

定

し

た
。

目

下

準

備

中
。

（

2

9

0
）

第

六

十

一

回

の

後
、

弥

生

が

自

殺

未

遂

を

し

て

い

た

こ

と

が

語

ら

れ

る
。

（

第

一

三

〇

回
）

食

満

南

北

脚

色
「

新

版

大

岡

政

談

 

鈴

川

源

十

郎

の

巻
（

五

幕

十

三

場
）

」

京

都

座

興

行

最

終

日

伊

藤

大

輔

氏

の
「

新

・

大
」

製

作

決

定
。

目

下

氏

自

身

脚

色

中
。

脱

稿

次

第

監

督

に

着

手

す

る
。

（

2

9

1
）

二

川

文

太

郎

氏

は
、

「

新

・

大
」

の

監

督

を

開

始

し

て

い

る
。

（

2

9

1
）

食

満

南

北

脚

色
「

大

岡

政

談

の

内

鈴

川

源

十

郎

の

巻
（

五

幕

十

三

場
）

」

神

戸

八

千

代

座

興

行

初

日

食

満

南

北

脚

色
「

大

岡

政

談

の

内

鈴

川

源

十

郎

の

巻
（

五

幕

十

三

場
）

」

神

戸

八

千

代

座

興

行

最

終

日

伊

藤

大

輔

氏

は

四

月

五

日

に

本

読

み

を

行

い
、

四

月

中

旬

よ

り

撮

影

開

始

の

は

ず

で

あ

る
。

（

2

9

3
）

広

瀬

五

郎

氏

は
「

新

・

大
」

（

前

篇
）

を

四

月

十

二

日

に

完

成
。

近

日

引

き

続

き

中

篇

の

監

督

に

着

手

す

る

は

ず
。

（

2

9

3
）

広

瀬

五

郎

氏

は
「

新

・

大
」

中

篇

を

目

下

監

督

中
。

（

2

9

4
）

伊

藤

大

輔

氏

は
「

新

・

大
」

の

監

督

を

開

始
。

目

下

セ
ッ

ト

及

び

近

郊

ロ

ケ
ー

シ
ョ

ン

中
。

（

2

9

4
）

伊

藤

大

輔

氏

は
「

新

・

大
」

を

南

禅

寺

に

て

撮

影

中

に

山

門

の

扉

が

落

下

し

負

傷
。

五

月

三

日

頃

よ

り

撮

影

再

開

予

定
。

（

2

9

5
）

二

川

文

太

郎

氏

は
「

新

・

大
」

の

撮

影

を

五

月

二

日

に

完

了

し

た
。

次

回

作

品

は

俳

優

の

動

揺

甚

だ

し

き

た

め

未

定
。

（

2

9

5
）

「

新

版

大

岡

政

談

　

第

一

篇
」

封

切

「

新

版

大

岡

政

談

　

前

篇
」

封

切

伊

藤

大

輔

氏

は
「

新

・

大
」

の

監

督

を

再

開
。

中

旬

に

は

第

一

篇

を

完

成

し
、

月

末

に

は

第

二

篇

完

成

予

定
。

（

2

9

6
）

鳥

江

鉄

也

脚

色
「

続

新

版

大

岡

政

談

 

鈴

川

源

十

郎

最

終

篇
（

十

一

場
）

」

天

満

八

千

代

座

興

行

初

日

「

新

版

大

岡

政

談

　

中

篇
」

封

切

伊

藤

大

輔

氏

は
「

新

・

大
」

（

第

一

篇
）

を

完

成

さ

せ
、

目

下

第

二

篇

を

監

督

中
。

（

2

9

7
）

マ

キ

ノ

プ

ロ

で

は
「

新

・

大
」

（

後

篇
）

の

制

作

を

月

形

プ

ロ

に

委

嘱

す

る

こ

と

に

決

定

し

た
。

（

2

9

7
）

鳥

江

鉄

也

脚

色
「

新

版

大

岡

政

談

 

鈴

川

源

十

郎

最

終

篇
（

三

幕

十

一

場
）

」

京

都

座

興

行

初

日

広

瀬

五

郎

氏

は
「

新

・

大
」

（

中

篇
）

を

完

成
。

近

日
、

解
決

篇

の

製

作

に

着

手

す

べ

く

目

下

準

備

中
。

（

2

9

8
）

井

上

金

太

郎

氏

は

マ

キ

ノ

の

委

嘱

を

受

け

て
「

新

・

大
」

の

続

篇

を

六

月

早

々

か

ら

撮

影

開

始

す

る

は

ず
。

（

2

9

8
）

鳥

江

鉄

也

脚

色
「

新

版

大

岡

政

談

 

鈴

川

源

十

郎

最

終

篇
（

三

幕

十

一

場
）

」

京

都

座

興

行

最

終

日

『

新

版

大

岡

政

談

鈴

川

源

十

郎
』

連

載

最

終

日
（

第

一

九

七

回
）

伊

藤

大

輔

氏

は
「

新

・

大
」

（

第

二

篇
）

を

五

月

三

十

一

日

に

完

成
。

第

三

篇

の

脚

色

に

着

手
。

（

2

9

8
）

「

新

版

大

岡

政

談

　

第

一

篇
」

封

切

「

新

版

大

岡

政

談

　

第

二

・

三

篇
」

封

切

「

新

版

大

岡

政

談

　

第

二

篇
」

封

切

井

上

金

太

郎

氏

は

マ

キ

ノ

委

嘱

の
「

新

・

大
」

（

続

篇
）

製

作

予

定

で

あ
っ

た

が
、

時

期

を

失
っ

た

為

中

止

す

る

こ

と

に

な
っ

た
。

（

2

9

9
）

伊

藤

大

輔

氏

は

目

下

自

宅

に

引

き

こ

も

り
「

新

・

大
」

（

第

三

篇
）

を

脚

色

中
。

脱

稿

次

第

撮

影

を

開

始

す

る

は

ず
。

（

2

9

9
）

伊

藤

大

輔

氏

は
「

新

・

大
」

（

第

三

篇
）

を

後

回

し

に

し
、

氏

自

身

脚

色

の

「

新

板

四

谷

怪

談
」

の

監

督

に

着

手

し

た
。

（

3

0

0
）

広

瀬

五

郎

氏

は
「

新

・

大
」

（

最

終

篇
）

を

撮

影

中

で

あ

る

が

七

月

三
日

ま

で

に

は

完

成

予

定

で

あ

る
。

（

3

0

1
）

鳥

江

鉄

也

脚

色
「

大

岡

政

談

 

鈴

川

源

十

郎

の

巻
（

六

場
）

」

昭

和

座

興

行

初

日伊

藤

大

輔

氏

は
「

新

板

四

谷

怪

談
」

を

七

月

七

日

完

成

と

共

に

上

京

中

で

あ
っ

た

が
、

十

日

帰

洛

し
「

新

・

大
」

（

終

篇
）

の

準

備

に

着

手

し

た
。

（

3

0

2
）

広

瀬

五

郎

氏

は
「

新

・

大
」

（

最

終

篇
）

を

予

定

通

り

完

成

し
、

目

下

休

養

中

で

あ

る
。

（

3

0

2
）

鳥

江

鉄

也

脚

色
「

大

岡

政

談

 

鈴

川

源

十

郎

の

巻
（

六

場
）

」

昭

和

座

興

行

最

終

日

「

新

版

大

岡

政

談

　

最

終

篇
」

封

切

伊

藤

大

輔

氏

は
「

新

・

大
」

（

最

終

篇
）

の

撮

影

を

七

月

十

二

日

よ

り

着

手

し

た
。

（

3

0

3
）

伊

藤

大

輔

氏

は
「

新

・

大
」

（

最

終

篇
）

を

八

月

十

日

に

完

成

し
、

目

下

休

養

中

で

あ

る
。

（

3

0

5
）

「

新

版

大

岡

政

談

　

解

決

篇
」

封

切

鳥

江

鉄

也

脚

色
「

新

版

大

岡

政

談

 

丹

下

左

膳
（

六

場
）

」

寿

座

興

行

初

日

鳥

江

鉄

也

脚

色
「

新

版

大

岡

政

談

 

丹

下

左

膳
（

六

場
）

」

寿

座

興

行

最

終

日

昭和２年昭和４年

２月３月４月７月8月１月

昭和３年（1928）昭和３年（1928）

５月

昭和３年（1928）

６月

100

明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
五
号　

二
〇
一
七
年

館 
番
組
一
覧
表
」
に
よ
る
。

※
2 
国
立
劇
場
近
代
歌
舞
伎
年
表
編
纂
室
『
近
代
歌
舞
伎
年
表 

大
阪
篇 

第

七
巻
』（
平
成
四
年
三
月
三
十
一
日
発
行 

八
木
書
店
）

※
3 
神
戸
新
聞
（
大
正
十
五
年
五
月
二
十
八
日
付 

八
面
）

※
4 
国
立
劇
場
近
代
歌
舞
伎
年
表
編
纂
室
『
近
代
歌
舞
伎
年
表 

京
都
篇 

第

八
巻
』（
平
成
十
四
年
三
月
三
十
一
日
発
行 

八
木
書
店
）

※
5 
読
売
新
聞
（
大
正
十
五
年
七
月
二
十
七
日
付 

三
面
）

※
6
『
松
竹
七
十
年
史
』（
昭
和
三
十
九
年
三
月
二
十
日
発
行 

松
竹
株
式
会

社
）

※
7 
神
戸
新
聞
（
大
正
十
五
年
六
月
十
九
日
付 

八
面
）

※
8 
神
戸
新
聞
（
大
正
十
五
年
六
月
二
十
日
付 

七
面
）

※
9 
都
新
聞
（
昭
和
元
年
十
二
月
三
十
一
日
付 

一
面
）

※
10 
読
売
新
聞
（
昭
和
二
年
九
月
三
十
日
付 

五
面
）

※
11 
読
売
新
聞
（
昭
和
二
年
九
月
三
十
日
付 

十
面
）

※
12 
読
売
新
聞
（
昭
和
二
年
十
月
十
二
日
付 

五
面
）

※
13 
国
立
劇
場
近
代
歌
舞
伎
年
表
編
纂
室
『
近
代
歌
舞
伎
年
表
大
阪
篇
第

八
巻
』（
平
成
五
年
三
月
三
十
一
日
発
行
八
木
書
店
）

※
14 
神
戸
新
聞
（
昭
和
三
年
四
月
一
日
付
夕
刊
二
面
）

※
15 
神
戸
新
聞
（
昭
和
三
年
四
月
九
日
付
四
面
）

※
16 
大
阪
毎
日
新
聞
（
昭
和
三
年
五
月
十
二
日
付 

夕
刊
二
面
）

※
17 
国
立
劇
場
所
蔵
筋
書
（
昭
和
三
年
七
月
三
日
初
日　

昭
和
座
）

※
18 
都
新
聞
（
昭
和
三
年
七
月
十
三
日
付 

十
一
面
、
七
月
十
四
日
付 

一
面
）

※
19 
国
立
劇
場
所
蔵
筋
書
（
昭
和
四
年
一
月
十
四
日
初
日　

寿
座
）

※
20 
読
売
新
聞
（
昭
和
四
年
一
月
二
十
三
日
付 

十
面
）
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種

別

原

作

原

作

舞

台

出

版

舞

台

舞

台

舞

台

映

画

舞

台

映

画

映

画

映

画

原

作

映

画

原

作

舞

台

映

画

映

画

舞

台

舞

台

映

画

映

画

映

画

映

画

映

画

映

画

映

画

映

画

映

画

舞

台

映

画

映

画

映

画

舞

台

映

画

映

画

舞

台

原

作

映

画

映

画

映

画

映

画

映

画

映

画

映

画

映

画

舞

台

映

画

映

画

舞

台

映

画

映

画

映

画

映

画

舞

台

舞

台

種

別
（

詳

細
）

大

阪

毎

日

新

聞

大

阪

毎

日

新

聞

新
声
劇

『

道

頓

堀

』

（

第

三

年

第

十

七

集

）

関

西

歌

舞

伎

新
声
劇

関

西

歌

舞

伎

東
亜
映
画

新
声
劇

マ
キ
ノ
プ
ロ

日
活
映
画

東
亜
映
画

大

阪

毎

日

新

聞

マ
キ
ノ
プ
ロ

大

阪

毎

日

新

聞

新
声
劇

日
活
映
画

マ
キ
ノ
プ
ロ

新
声
劇

新
声
劇

日
活
映
画

東
亜
映
画

東
亜
映
画

日
活
映
画

日
活
映
画

マ
キ
ノ
プ
ロ

東
亜
映
画

マ
キ
ノ
プ
ロ

日
活
映
画

都
築
一
派

マ
キ
ノ
プ
ロ

日
活
映
画

マ
キ
ノ
プ
ロ

都
築
一
派

東
亜
映
画

月
形
プ
ロ

都
築
一
派

大

阪

毎

日

新

聞

日
活
映
画

日
活
映
画

東
亜
映
画

日
活
映
画

月
形
プ
ロ

日
活
映
画

日
活
映
画

東
亜
映
画

合
同
劇

日
活
映
画

東
亜
映
画

合
同
劇

東
亜
映
画

日
活
映
画

日
活
映
画

日
活
映
画

歌
舞
伎

歌
舞
伎

内

　

　

　

　

　

　

　

　

　

容

『

新

版

大

岡

政

談

鈴

川

源

十

郎
』

連

載

開

始
（

第

一

回
）

諏

訪

栄

三

郎

宅

を

去

り

ゆ

く

小

野

塚

弥

生

の

描

写
。

（

第

六

十

一

回
）

食

満

南

北

脚

色
「

新

版

大

岡

政

談

 

鈴

川

源

十

郎

の

巻
（

五

幕

十

三

場
）

」

角

座

興

行

初

日

鳥

江

鉄

也

脚

色
「

新

版

大

岡

政

談
」

浪

花

座

上

演

脚

本

掲

載

鳥

江

鉄

也

脚

色
「

大

岡

政

談

 

鈴

川

源

十

郎

の

巻
（

二

幕
）

」

浪

花

座

興

行

初

日食

満

南

北

脚

色
「

新

版

大

岡

政

談

 

鈴

川

源

十

郎

の

巻
（

五

幕

十

三

場
）

」

角

座

興

行

最

終

日

鳥

江

鉄

也

脚

色
「

大

岡

政

談

 

鈴

川

源

十

郎

の

巻
（

二

幕
）

」

浪

花

座

興

行

最

終

日

広

瀬

五

郎

氏

は

竹

井

諒

氏

脚

色

の
「

新

版

大

岡

政

談
」

（

※

以

下
「

新

・

大
」

と

表

記
）

の

監

督

を

近

日

開

始

す

る

は

ず
。

（

2

8

9
）

食

満

南

北

脚

色
「

新

版

大

岡

政

談

 

鈴

川

源

十

郎

の

巻
（

五

幕

十

三

場
）

」

京

都

座

興

行

初

日

二

川

文

太

郎

氏

は

近

日
「

新

・

大
」

の

監

督

に

着

手

す

る

か

も

し

れ

な

い
。

（

2

8

9
）

伊

藤

大

輔

氏
、

次

回

作

未

確

定

だ

が
、

「

新

・

大
」

を

大

河

内

主

演

で

製

作

す

る

は

ず
。

（

2

9

0
）

広

瀬

五

郎

氏

は
「

新

・

大
」

を

昼

夜

兼

行

で

撮

影

中
。

（

2

9

0
）

弥

生
、

第

六

十

一
回

以

来

の

登

場
。

(

第

一

二

七

回

)

二

川

文

太

郎

氏

は
、

山

上

伊

太

郎

氏

脚

色

の
「

新

・

大
」

を

監

督

す

る

こ

と

が

決

定

し

た
。

目

下

準

備

中
。

（

2

9

0
）

第

六

十

一

回

の

後
、

弥

生

が

自

殺

未

遂

を

し

て

い

た

こ

と

が

語

ら

れ

る
。

（

第

一

三

〇

回
）

食

満

南

北

脚

色
「

新

版

大

岡

政

談

 

鈴

川

源

十

郎

の

巻
（

五

幕

十

三

場
）

」

京

都

座

興

行

最

終

日

伊

藤

大

輔

氏

の
「

新

・

大
」

製

作

決

定
。

目

下

氏

自

身

脚

色

中
。

脱

稿

次

第

監

督

に

着

手

す

る
。

（

2

9

1
）

二

川

文

太

郎

氏

は
、

「

新

・

大
」

の

監

督

を

開

始

し

て

い

る
。

（

2

9

1
）

食

満

南

北

脚

色
「

大

岡

政

談

の

内

鈴

川

源

十

郎

の

巻
（

五

幕

十

三

場
）

」

神

戸

八

千

代

座

興

行

初

日

食

満

南

北

脚

色
「

大

岡

政

談

の

内

鈴

川

源

十

郎

の

巻
（

五

幕

十

三

場
）

」

神

戸

八

千

代

座

興

行

最

終

日

伊

藤

大

輔

氏

は

四

月

五

日

に

本

読

み

を

行

い
、

四

月

中

旬

よ

り

撮

影

開

始

の

は

ず

で

あ

る
。

（

2

9

3
）

広

瀬

五

郎

氏

は
「

新

・

大
」

（

前

篇
）

を

四

月

十

二

日

に

完

成
。

近

日

引

き

続

き

中

篇

の

監

督

に

着

手

す

る

は

ず
。

（

2

9

3
）

広

瀬

五

郎

氏

は
「

新

・

大
」

中

篇

を

目

下

監

督

中
。

（

2

9

4
）

伊

藤

大

輔

氏

は
「

新

・

大
」

の

監

督

を

開

始
。

目

下

セ
ッ

ト

及

び

近

郊

ロ

ケ
ー

シ
ョ

ン

中
。

（

2

9

4
）

伊

藤

大

輔

氏

は
「

新

・

大
」

を

南

禅

寺

に

て

撮

影

中

に

山

門

の

扉

が

落

下

し

負

傷
。

五

月

三

日

頃

よ

り

撮

影

再

開

予

定
。

（

2

9

5
）

二

川

文

太

郎

氏

は
「

新

・

大
」

の

撮

影

を

五

月

二

日

に

完

了

し

た
。

次

回

作

品

は

俳

優

の

動

揺

甚

だ

し

き

た

め

未

定
。

（

2

9

5
）

「

新

版

大

岡

政

談

　

第

一

篇
」

封

切

「

新

版

大

岡

政

談

　

前

篇
」

封

切

伊

藤

大

輔

氏

は
「

新

・

大
」

の

監

督

を

再

開
。

中

旬

に

は

第

一

篇

を

完

成

し
、

月

末

に

は

第

二

篇

完

成

予

定
。

（

2

9

6
）

鳥

江

鉄

也

脚

色
「

続

新

版

大

岡

政

談

 

鈴

川

源

十

郎

最

終

篇
（

十

一

場
）

」

天

満

八

千

代

座

興

行

初

日

「

新

版

大

岡

政

談

　

中

篇
」

封

切

伊

藤

大

輔

氏

は
「

新

・

大
」

（

第

一

篇
）

を

完

成

さ

せ
、

目

下

第

二

篇

を

監

督

中
。

（

2

9

7
）

マ

キ

ノ

プ

ロ

で

は
「

新

・

大
」

（

後

篇
）

の

制

作

を

月

形

プ

ロ

に

委

嘱

す

る

こ

と

に

決

定

し

た
。

（

2

9

7
）

鳥

江

鉄

也

脚

色
「

新

版

大

岡

政

談

 

鈴

川

源

十

郎

最

終

篇
（

三

幕

十

一

場
）

」

京

都

座

興

行

初

日

広

瀬

五

郎

氏

は
「

新

・

大
」

（

中

篇
）

を

完

成
。

近

日
、

解
決

篇

の

製

作

に

着

手

す

べ

く

目

下

準

備

中
。

（

2

9

8
）

井

上

金

太

郎

氏

は

マ

キ

ノ

の

委

嘱

を

受

け

て
「

新

・

大
」

の

続

篇

を

六

月

早

々

か

ら

撮

影

開

始

す

る

は

ず
。

（

2

9

8
）

鳥

江

鉄

也

脚

色
「

新

版

大

岡

政

談

 

鈴

川

源

十

郎

最

終

篇
（

三

幕

十

一

場
）

」

京

都

座

興

行

最

終

日

『

新

版

大

岡

政

談

鈴

川

源

十

郎
』

連

載

最

終

日
（

第

一

九

七

回
）

伊

藤

大

輔

氏

は
「

新

・

大
」

（

第

二

篇
）

を

五

月

三

十

一

日

に

完

成
。

第

三

篇

の

脚

色

に

着

手
。

（

2

9

8
）

「

新

版

大

岡

政

談

　

第

一

篇
」

封

切

「

新

版

大

岡

政

談

　

第

二

・

三

篇
」

封

切

「

新

版

大

岡

政

談

　

第

二

篇
」

封

切

井

上

金

太

郎

氏

は

マ

キ

ノ

委

嘱

の
「

新

・

大
」

（

続

篇
）

製

作

予

定

で

あ
っ

た

が
、

時

期

を

失
っ

た

為

中

止

す

る

こ

と

に

な
っ

た
。

（

2

9

9
）

伊

藤

大

輔

氏

は

目

下

自

宅

に

引

き

こ

も

り
「

新

・

大
」

（

第

三

篇
）

を

脚

色

中
。

脱

稿

次

第

撮

影

を

開

始

す

る

は

ず
。

（

2

9

9
）

伊

藤

大

輔

氏

は
「

新

・

大
」

（

第

三

篇
）

を

後

回

し

に

し
、

氏

自

身

脚

色

の

「

新

板

四

谷

怪

談
」

の

監

督

に

着

手

し

た
。

（

3

0

0
）

広

瀬

五

郎

氏

は
「

新

・

大
」

（

最

終

篇
）

を

撮

影

中

で

あ

る

が

七

月

三
日

ま

で

に

は

完

成

予

定

で

あ

る
。

（

3

0

1
）

鳥

江

鉄

也

脚

色
「

大

岡

政

談

 

鈴

川

源

十

郎

の

巻
（

六

場
）

」

昭

和

座

興

行

初

日伊

藤

大

輔

氏

は
「

新

板

四

谷

怪

談
」

を

七

月

七

日

完

成

と

共

に

上

京

中

で

あ
っ

た

が
、

十

日

帰

洛

し
「

新

・

大
」

（

終

篇
）

の

準

備

に

着

手

し

た
。

（

3

0

2
）

広

瀬

五

郎

氏

は
「

新

・

大
」

（

最

終

篇
）

を

予

定

通

り

完

成

し
、

目

下

休

養

中

で

あ

る
。

（

3

0

2
）

鳥

江

鉄

也

脚

色
「

大

岡

政

談

 

鈴

川

源

十

郎

の

巻
（

六

場
）

」

昭

和

座

興

行

最

終

日

「

新

版

大

岡

政

談

　

最

終

篇
」

封

切

伊

藤

大

輔

氏

は
「

新

・

大
」

（

最

終

篇
）

の

撮

影

を

七

月

十

二

日

よ

り

着

手

し

た
。

（

3

0

3
）

伊

藤

大

輔

氏

は
「

新

・

大
」

（

最

終

篇
）

を

八

月

十

日

に

完

成

し
、

目

下

休

養

中

で

あ

る
。

（

3

0

5
）

「

新

版

大

岡

政

談

　

解

決

篇
」

封

切

鳥

江

鉄

也

脚

色
「

新

版

大

岡

政

談

 

丹

下

左

膳
（

六

場
）

」

寿

座

興

行

初

日

鳥

江

鉄

也

脚

色
「

新

版

大

岡

政

談

 

丹

下

左

膳
（

六

場
）

」

寿

座

興

行

最

終

日

昭和２年昭和４年

２月３月４月７月8月１月

昭和３年（1928）昭和３年（1928）

５月

昭和３年（1928）

６月

101

丹
下
左
膳
の
最
期　
　
　

渡
邉
三
希
子

︵
三
︶﹃
新
版
大
岡
政
談
﹄
年
表
︵﹁
表
1
﹂
参
照
︶

※
各
社
の
映
画
製
作
状
況
は
、『
キ
ネ
マ
旬
報
』
定
例
記
事
「
日
本
各
社
撮
影

所
通
信
」
に
拠
る
。
年
表
の
日
付
は
、「
日
本
各
社
撮
影
所
通
信
」
に
記
載

さ
れ
て
い
る
調
査
日
と
し
た
。
内
容
欄
の
（　

）
内
に
記
し
た
番
号
が
該
当

す
る
『
キ
ネ
マ
旬
報
』
の
号
数
で
あ
る
。

註（
1
）　

新
声
劇
は
、
主
に
関
西
地
方
で
活
躍
し
た
松
竹
所
属
の
劇
団
で
あ
る
。
松
竹
大
谷
図
書
館
所
蔵
の

辻
番
付
に
よ
る
と
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
九
月
三
十
日
初
日
の
弁
天
座
で
の
興
行
で
旗
揚
公
演

を
し
て
い
る
。
結
成
当
初
は
新
派
の
色
合
い
の
強
い
団
体
で
あ
っ
た
が
、
構
成
員
の
変
動
に
よ
り
剣

劇
に
力
を
入
れ
る
一
座
へ
と
変
化
し
た
。
構
成
員
の
変
動
に
つ
い
て
は
、
大
井
広
介
『
ち
ゃ
ん
ば
ら

芸
術
史
』（
昭
和
三
十
四
年
三
月
五
日
発
行 

実
業
之
日
本
社
）
の
「
剣
劇
華
か
な
り
し
頃
」
の
項
を

参
照
さ
れ
た
い
。

　

新
声
劇
は
、
関
東
大
震
災
直
前
の
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
七
月
末
に
上
京
し
浅
草
観
音
劇
場

で
公
演
を
し
て
い
る
。
七
月
三
十
一
日
か
ら
「
社
会
劇 

勝
鬨
（
一
幕
）」「
維
新
奇
傑 

坂
本
龍
馬

（
六
場
）」
を
上
演
し
、
八
月
十
日
か
ら
十
九
日
ま
で
二
の
替
り
と
し
て
「
大
塩
平
八
郎
（
五
幕
七

場
）」
を
上
演
し
て
い
る
。
都
新
聞
（
大
正
十
二
年
八
月
三
日
付 

七
面
）
に
よ
る
と
「
立
廻
り
は
随

分
激
し
い
」
と
評
さ
れ
て
お
り
、
同
三
日
に
初
日
を
迎
え
た
浅
草
公
園
劇
場
の
新
国
劇
一
座
と
ど
う

比
較
さ
れ
た
の
か
が
気
に
な
る
所
で
あ
る
。

（
2
）　
《
典
拠
》

・
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
所
蔵
辻
番
付
（
昭
和
三
年
二
月
一
日
初
日 

角
座
）

・『
道
頓
堀
（
第
三
年
第
十
七
集
）』（
昭
和
三
年
二
月
一
日
発
行 

松
竹
合
名
社 

五
十
七
頁
）

（
3
）　

坪
内
士
行
「
中
堅
諸
優
の
浪
花
座
劇
」（『
舞
台
評
論
』
第
八
十
四
号 

昭
和
三
年
四
月
十
五
日
発

行 

大
阪
演
劇
連
盟
出
版
部 

四
十
八
頁
）
で
は
食
満
南
北
の
こ
と
を
以
下
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

　

今
関
西
劇
界
の
座
付
役
者
の
雄
な
る
者
は
と
見
れ
ば
、
勿
論
非
凡
の
士
多
々
あ
る
が
、
ま
づ

大
森
痴
雪
氏
と
食
満
南
北
氏
の
二
人
に
屈
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
―
中
略
― 

此
の
両
氏
の
如
き

は
、
東
都
の
綺
堂
（
※
引
用
者
註
、
岡
本
綺
堂
の
こ
と
）、
松
翁
（
※
引
用
者
註
、
松
居
松
翁

の
こ
と
）、
鬼
太
郎
（
※
引
用
者
註
、
岡
鬼
太
郎
の
こ
と
）、
薫
（
※
引
用
者
註
、
小
山
内
薫
の

こ
と
）
の
諸
氏
に
比
肩
し
て
些
の
遜
色
も
無
い
と
信
ず
る
。

　

関
西
劇
作
家
の
重
鎮
で
あ
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

（
4
）　

田
中
照
禾
「
資
料
に
よ
る
丹
下
左
膳
の
研
究
第
五
巻 

演
劇
・
ド
ラ
マ
篇
」（『
資
料
に
よ
る
丹
下

左
膳
の
研
究
』
私
家
版 

平
成
二
十
四
年
）
に
み
る
食
満
南
北
脚
本
影
印
は
表
紙
と
本
紙
一
八
四
丁

か
ら
な
る
。
二
丁
ウ
ラ
か
ら
三
丁
ウ
ラ
に
あ
る
登
場
人
物
名
の
下
部
に
、
主
要
配
役
の
名
字
の
み
の
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
五
号　

二
〇
一
七
年

書
き
込
み
が
見
ら
れ
る
。
表
紙
に
は
以
下
の
情
報
が
見
ら
れ
る
。

大
阪
毎
日
新
聞
連
載

林　

不
忘
氏
原
作

食
満 

南
北
氏
脚
色

大
岡
政
談
ノ
内

鈴
川
源
十
郎

全
五
幕
十
四
場

五
幕
十
四
場
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
中
身
を
確
認
す
る
と
五
幕
十
三
場
の
誤
り
で
あ
る
。

（
5
）　
《
典
拠
》

・『
道
頓
堀
（
第
三
年
第
十
七
集
）』

・
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
所
蔵
筋
書
（
昭
和
三
年
二
月
三
日
初
日 

浪
花
座
）

・
大
阪
時
事
新
報
（
昭
和
三
年
一
月
三
十
一
日
付 

二
面
）

（
6
）　

映
画
説
明
レ
コ
ー
ド
と
は
、
活
動
写
真
弁
士
（
無
声
映
画
時
代
の
映
画
説
明
者
）
の
名
調
子
を
家

庭
で
楽
し
む
た
め
の
娯
楽
レ
コ
ー
ド
で
あ
る
。
梶
田
稿
は
、
レ
コ
ー
ド
番
号
「
ヒ
コ
ー
キ
八
五
八
七
、

八
五
八
八
」
の
映
画
説
明
レ
コ
ー
ド
を
典
拠
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。『
ヒ
コ
ー
キ
レ
コ
ー
ド
総
目
録

（
一
九
三
〇
）』（
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
合
同
蓄
音
器
株
式
会
社
刊 

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵 

請

求
番
号

：Y
M
2-81

）
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
日
活
映
画
「
新
版
大
岡
政
談
」
の
映
画
説
明
レ
コ
ー

ド
（
カ
タ
ロ
グ
表
記
は
「
映
画
説
明 

大
岡
政
談
」
と
な
っ
て
い
る
）
は
、
以
下
の
三
点
が
存
在
し

た
。
括
弧
内
は
カ
タ
ロ
グ
番
号
で
あ
る
。

「
映
画
説
明
大
岡
政
談
前
篇
」（
八
四
三
四
／
八
四
三
五
）

「
映
画
説
明
大
岡
政
談
中
篇
」（
八
四
八
四
／
八
四
八
五
）

「
映
画
説
明
大
岡
政
談
解
決
篇
」（
八
五
八
七
／
八
五
八
八
）

　

三
点
は
い
ず
れ
も
、
神
田
日
活
館
の
弁
士
谷た
に

天て
ん

郎ろ
う

が
説
明
を
し
、
日
活
和
洋
合
奏
団
が
演
奏
を
行

っ
た
も
の
だ
。
梶
田
稿
が
典
拠
と
す
る
レ
コ
ー
ド
は
、
三
つ
目
の
「
解
決
篇
」
に
あ
た
る
。
ま
た
当

該
レ
コ
ー
ド
は
昭
和
四
年
三
月
に
新
音
譜
と
し
て
発
売
さ
れ
た
こ
と
が
、
都
新
聞
（
昭
和
四
年
二
月

二
十
六
日
付
九
面
）
の
広
告
か
ら
判
明
し
た
。
当
該
レ
コ
ー
ド
は
日
活
映
画
「
新
版
大
岡
政
談 
解

決
篇
」
の
封
切
か
ら
半
年
程
で
発
売
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
映
画
の
内
容
を
確
認
す
る
に
は
有
効
で

あ
る
と
考
え
る
。

附
記　

貴
重
な
資
料
を
拝
見
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
松
竹
大
谷
図
書
館
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
、
国
立

劇
場
伝
統
芸
能
情
報
館
、
そ
し
て
論
文
発
表
の
場
を
与
え
て
下
さ
っ
た
明
星
大
学
の
先
生
方
に
こ
の

場
を
お
借
り
し
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
中
学
生
の
私
に
『
丹
下
左
膳
』
三
冊
を
贈
っ
て
下
さ

っ
た
叔
母
に
、
感
謝
い
た
し
ま
す
。


